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深谷小学校4年生と市民ガーデニングボランティアによる
花の植え込み（深谷駅前ステイションガーデン）



深谷市総合振興計画・後期基本計画を策定

3 2013.2. 広報ふかや 22013.2. 広報ふかや

　総合振興計画とは、市におけるまちづくりの最も根幹となる計画で、基本構想と基本計画で構成（図1
参照）されています。市では、将来都市像『夢を育

はぐく

み　明日に飛
ひ

翔
しょう

する　笑顔都市　ふかや』の実現のために、
これまで前期基本計画を推進してきました。このたび、平成25～29年度までの5年
間を計画期間とする『後期基本計画』を策定しました。平成25年度からは、これに基
づき市政を運営していきます。　　　　　　　問い合わせ　企画課（☎574‐ 8096）

地域地域
深谷市総合振興計画・後期基本計画

ふふかやかやのの元気元気

　総合振興計画・後期基本計画では、市の目指すべき『5年
後の姿』に向けて、さまざまな視点から、今後5年間で実
施していく『まちづくり』の取り組みを示しています。

後期基本計画 5つの基本方針

人人 の　　気がみえるまち元

地域地域 の元　　がきこえるまち気

未来未来 の元気があ　　れるまちふ

産業産業 の元気を　　んじるまちか

市民市民 の元気が　 くどうするまちや

　後期基本計画の内容は以下の通りです。
環境
▪快適な空間と景観づくり
▪生活環境の保全と配慮
▪資源循環型社会の推進
保健・福祉
▪健康づくりの推進と保健・医療の充実
▪互いに支え合う地域社会づくり
▪子育て支援の充実
▪高齢者福祉・障害者福祉の充実
教育・文化
▪学校教育の充実
▪家庭・地域の教育力の向上
▪健全な青少年の育成
▪生涯学習・文化・芸術・スポーツの振興
▪高等教育機関との連携
都市・生活基盤
▪都市の発展を支える道路網の形成
▪良好で快適な都市環境の形成
▪上下水道の整備
生活安全
▪防災対策の推進
▪消防・救急体制の充実
▪くらし・交通安全対策の推進
産業振興
▪全国に誇る農業の振興
▪活力ある商工業の振興
▪にぎわいを生む観光の振興
▪雇用の創出・安定と勤労者への支援
コミュニティ・交流
▪絆でつながるひとづくり
▪都市交流による地域力アップ
▪地域社会からの国際化
▪男女がともに輝く社会づくり
▪すべての人が生活しやすい社会のデザ
インづくり

▪人権を尊重する社会づくり
協働・行財政
▪市民と行政との協働のまちづくり
▪行財政改革の推進

人人の　　気がみえるまち元

実現に向けた主な取り組み
①地域医療体制の充実
②地域福祉体制の推進
③介護サービスと生活支援の充実
④高齢者の社会参加の促進
⑤保育サービスの充実
⑥子育て家庭に対する支援の充実
⑦障害者福祉サービスと生活支援の充実
⑧健康づくり対策の推進
⑨保健予防対策の充実
⑩消費生活の安全確保

　誰もが健康でいきいきと暮らせるためには地域
の『ささえあい』のしくみが必要です。
　子どもを生み育て、子どもから高齢者までのす
べての人が、住み慣れた地域の中で安心して健康
に暮らしていくことができるよう、医療体制の整
備を始め、福祉の充実に向けた様々なサービスを
総合的に進めます。

の元　　が
きこえるまち
気

実現に向けた主な取り組み
①良好な市街地・住環境の形成
②幹線道路の整備
③生活道路の整備
④防災体制の確立
⑤消防・救急体制の充実
⑥消防・救急活動力の強化
⑦火災予防の推進
⑧地震に強いまちづくりの推進
⑨道路の維持と安全・快適性の向上
⑩地域に適した景観の保全と創造

　まちの個性や魅力は『地域活力』の源です。
　誰もが快適で便利な都市機能の充実した住みよ
いまちを目指し、生活道路などのインフラの整備
や中心市街地の整備などの市街地環境の整備を推
進します。
　また、あらゆる災害発生に備えた災害に強いま
ちづくりを推進します。

平成20～24年度 平成25～29年度

基　本　構　想

前　期　基　本　計　画 後　期　基　本　計　画

図1　総合振興計画の期間

は　　から
始まる
ここここ

　地元の先輩に誘われ消防団に入団しました。
初めは、どういうことができるか不安ばかりで
したが、仲間たちと活動を続けることで、安全
で安心して暮らせるまちを守る意識が高まり、
生まれ育った自分のまち『ふかや』が、さらに
好きになりました。
　今は皆さんに、消防団の活動に理解を深めても
らうため、仲間たちと積極的に地域のイベントに
参加し、コミュニケーションを重ねています。
　東日本大震災では、命懸けで地域の防災活動
に携わった消防団員がいました。この精神はわ
たしたちも一緒です。これからも若い力が続い
てほしいですね。

小
お
川
がわ
健
けん
一
いち
さん  34歳

長在家在住
消防団第20分団長

自分たちで、
安全な暮らしを
守ることが誇り

地域地域 の元気
インタビュー

計画にはどんなことが書かれ
ているの？

人人 の元気
インタビュー

　特別養護老人ホームで、2つのユニット（1
ユニットに10人の入居者）をシフト体制で担
当しています。皆さんから「人手が少なくて大
変ですね」と、よく言われます。人を相手にす
る仕事のため、日々変化の連続ですが、刺激が
あり楽しいです。入居者のケアには、それぞれ
になるべく時間を取るよう気遣い、相手に合わ
せた対応を心掛けています。
　わたしは、施設で高齢者のケアをしています
が、自宅で介護をされている家族の負担も気に
なります。市がさまざまな介護サービスを提供
することで、高齢者と介護者双方の生活が改善
され、みんなが元気になればうれしいです。

大
おお
澤
さわ
めぐみさん  29歳

武蔵野在住
介護福祉士

介護ケアは
変化の連続、
それが楽しい
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　科学実験教室を通じて、子どもたちに科学の
楽しさを体感してもらい、理科を好きになって
くれることを目指しています。
　学校やイベント主催者から声を掛けていただ
き、年20回ほど開催しています。大学のキャ
ンパスを越えて、地域のさまざまなかたと出会
う機会に恵まれ、貴重な経験になりました。
　このような活動により、子どもたちと大学だ
けでなく、地域の商業や産業のかた、さらに行
政との交流の場が生まれます。またそれが、新
しいことやものが生まれるきっかけとなり、ま
ちの活性化にもつながると思います。ぜひ、後
輩にも引き継いでいきたいです。

浅
あざ
見
み
秀
ひで
和
かず
さん　22歳

埼玉工業大学4年
集まれ科学実験教室
プロジェクトリーダー

子どもたちを
通じてまちに
元気を

未来未来 の元気
インタビュー

未来未来産業産業 か市民市民

実現に向けた主な取り組み
①子育て家庭に対する支援の充実
②保育サービスの充実
③子どもが健やかに育つ環境づくり
④たくましく生きるための心と体の育成
⑤信頼される学校教育の推進
⑥青少年の活動の促進
⑦青少年の自立に向けた支援策の充実
⑧家庭・地域の教育力の向上
⑨保健予防対策の充実
⑩生涯を通じた学習活動の推進

実現に向けた主な取り組み
①農業生産基盤の整備と優良農地の保全
②農業経営者、農業団体の育成と自立支援
③消費者満足度を高める農畜産物生産販売の促進
④農畜産物付加価値の向上
⑤魅力ある商業空間の形成
⑥商工業の連携と活性化の促進
⑦観光資源の発掘と活用
⑧企業誘致の推進
⑨渋沢栄一翁をはじめとする郷土の偉人を活かし
たまちづくり
⑩雇用の安定

実現に向けた主な取り組み
①自主的な市民活動の活性化
②協働の推進
③ガーデンシティふかやの推進
④自治会などの活性化
⑤高等教育機関との交流・連携
⑥地域福祉体制の推進
⑦男女共同参画の実現
⑧国際交流の支援
⑨友好都市との交流の促進
⑩環境保全活動の促進

の元気が
あ　　れるまちふ

　子どもたちは未来を担う深谷の『宝』です。
　未来を担う子どもたちが健やかに育つ環境を目
指し、幼少期から青少年期までの一貫したサポー
ト体制の整備や教育環境の充実、市民ニーズに対
応した保育・子育てサービスの充実に積極的に取
り組みます。

の元気を
　　んじるまち

　地元産業の豊かさは、まちの『活気』を生み出
します。
　深谷にあふれる資源を最大限に活かし、地域の
特徴である農業と産業の結びつきによる持続的・
一体的な地域産業の活性化を図ります。

の元気が
　 くどうするまちや

　市の活力を支えるのは『市民の力』です。
　ボランティアやNPOなどの様々な市民活動
が、あらゆる分野で活発に連携して行えるよう市
民の自主的な活動を促進します。また、市民と行
政がそれぞれの役割を認識し担い合う協働のまち
づくりを推進します。

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
市
民
の
皆
さ
ん
で
す

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
市
民
の
皆
さ
ん
で
す

　

計
画
の
策
定
に
当
た
り
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ま
ち
づ

く
り
の
提
案
書
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
さ
ま
ざ
ま
な
ご

意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
を
実
現
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
行
政
の
取

り
組
み
だ
け
で
な
く
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
行
政

へ
の
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
き
、
市
政
に
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

今
後
、こ
の
計
画
を
実
効
性
の
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
、

市
が
目
指
す
べ
き
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
を
し
て
い
く
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
と
が
同

じ
方
向
を
向
い
て
進
ん
で
い
く
『
協
働
』
の
取
り
組
み
が

必
要
で
す
。

　
『
市
民
と
行
政
と
の
協
働
』
と
は
、
地
域
の
課
題
の
解

決
に
向
か
っ
て
、
市
民
と
行
政
が
何
度
も
協
議
を
行
い
、

何
を
す
べ
き
か
を
一
緒
に
考
え
、
一
緒
に
行
動
し
て
い
く

こ
と
で
す
。
一
緒
に
深
谷
の
『
こ
れ
か
ら
』
を
実
現
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　後期基本計画は、市ホームページのほか、市役所本庁舎
市政情報コーナー、総合支所、公民館、図書館でご覧いた
だけます。　　　問い合わせ　企画課（☎574‐8096）

みんなで一緒に
『ふかや』につい
て、考えていこう
ね。

深谷市長
小島　進

市民市民 の元気
インタビュー

　花や緑が好きで、ふかや緑の王国の開拓ボラ
ンティアに参加しました。今は、緑を守り未来
につなげるNPOにも在籍しています。
　深谷市はボランティアの支援体制が整ってい
て、さまざまな活動が見られ活発な地域だと感
じます。でも、すべてをボランティアに任せる
ことも難しいと思います。
　NPOの役目は、行政と個人の間で調整役と
なり、両者の活動を補い支援することだと考え
ています。
　3者がそれぞれの得意分野で活躍し協力し合
うことで、これからも『ふかや』が花と緑があ
ふれるまちになるよう活動していきたいです。

根
ね
岸
ぎし
充
みつ
子
こ
さん　49歳

上野台在住
NPO地域環境緑創造
交流協会理事

みんなが楽しく
持続してこそ、
ボランティア

　4Hクラブは、市内の若手農家が集まり、農
業経営の向上と地域社会との交流を目的に活動
している団体です。市内のイベントに参加した
り、小学校などで農業体験指導を実施するなど、
地元野菜の魅力を発信しています。昨年は調理
師専門学校の協力を得て、地元野菜を使ったレ
シピ『ブロッコリー餃

ギョ ー ザ

子』を完成させました。
産業祭などで直売し好評のため、地元の地産地
消推奨の飲食店でも提供していただきました。
　このように農業と商業が結び付くことで、地
元産業が盛り上がっていくと実感しています。
市には、生産者から消費者までをつなぐような
政策を進めてほしいです。

今
いま
井
い
貴
たか
昭
あき
さん　25歳

普済寺在住
ふかや4Hクラブ代表
野菜農家

自慢の野菜で
地域を盛り上げ
ていきたい

産業産業 の元気
インタビュー
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2月のご案内

定
期
上
映
時
間

①
午
前
10
時
30
分
〜

②
午
後
１
時
30
分
〜

③
午
後
４
時
30
分
〜

④
午
後
７
時
30
分
〜

通
常
料
金　

１
，０
０
０
円　

あ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
市
民
シ
ア
タ
ー
・
エ
フ

（
☎
５
５
１
‐
４
５
９
２
）

※
火
曜
日
定
休

と
き　

２
月
10
日
㈰
〜
16
日
㈯
①
②
③

④
、
２
月
17
日
㈰
〜
23
日
㈯
②
③
④

内
容　

か
つ
て
の
教
え
子
が
起
こ
し
た

事
件
を
き
っ
か
け
に
、
元
教
師
の
女
性

と
生
徒
の
過
去
が
ひ
も
と
か
れ
る
。『
告

白
』
の
湊
か
な
え
原
作
に
よ
る
サ
ス
ペ

ン
ス

桃タ
オ

さ
ん
の
し
あ
わ
せ

（
中
国
・
香
港
・
１
１
９
分
）

と
き　

２
月
17
日
㈰
〜
23
日
㈯
①

内
容　

老
メ
イ
ド
と
主
人
と
の
強
い
き

ず
な
を
描
く
感
動
作

天
の
し
ず
く 

辰
巳
芳
子
„
い
の
ち
の

ス
ー
プ
“ （
日
本
・
１
１
３
分
・
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
）

と
き　

２
月
24
日
㈰
〜
３
月
２
日
㈯
①

内
容　

料
理
研
究
家
が
病
床
の
父
の
た

め
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
作
り
続
け
た

ス
ー
プ
。
自
然
食
の
重
要
性
を
世
に
問

う
作
品

終
の
信
託 

（
日
本
・
１
４
２
分
）

と
き　

２
月
24
日
㈰
〜
３
月
２
日
㈯
②

③
④

内
容　

愛
に
傷
つ
い
た
女
性
医
師
と
重

度
の
ぜ
ん
そ
く
治
療
に
苦
し
む
男
性
患

者
と
の
延
命
を
め
ぐ
る
選
択
が
、
刑
事

事
件
へ
と
発
展
し
て
し
ま
う
。

※
上
映
情
報
は
予
定
で
す
。
予
告
な
し

に
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

の
ぼ
う
の
城 

（
日
本
・
１
４
５
分
）

と
き　

２
月
３
日
㈰
〜
９
日
㈯
①
③

内
容　

忍
城
（
行
田
市
内
）
を
奇
策
で

守
り
抜
い
た
成
田
長
親
の
実
話

ソ
ハ
の
地
下
水
道　
（
独
・
ポ
ー
ラ
ン

ド
・
１
４
５
分
・
字
幕
）

と
き　

２
月
３
日
㈰
〜
９
日
㈯
②
④

内
容　

大
戦
下
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
、
ユ

ダ
ヤ
人
を
地
下
に
か
く
ま
っ
た
水
道
労

働
者
ソ
ハ
の
実
話
を
基
に
し
た
人
間
ド

ラ
マ

北
の
カ
ナ
リ
ア
た
ち

（
日
本
・
１
３
０
分
）

深
谷
の
将
来
設
計

　

人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
夢
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
な
っ
た
ら
い
い
な
と
い
う
将
来
の

姿
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
近
年
、『
日
本
は
夢
の
持
て

な
い
国
』
な
ど
と
耳
に
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
本
当
に
子
ど
も
た
ち
が
そ

う
い
う
心
持
ち
に
な
っ
て
い
る
と
す
れ

ば
、
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
大
人
が
重
い
責

任
を
感
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

確
か
に
、
時
代
は
今
、
少
子
化
・
長

寿
化
の
進
行
を
背
景
に
人
口
減
少
が
続

い
て
お
り
ま
す
。
深
谷
市
の
将
来
人
口

推
計
で
も
、
平
成
47
年
に
は
人
口
が

２
万
人
以
上
減
少
し
、
現
状
21
％
の
65

歳
以
上
の
人
口
構
成
も
32
％
に
上
昇
し

ま
す
。
数
字
だ
け
見
る
と
、
何
だ
か
暗

い
感
じ
に
な
り
ま
す
が
、
で
も
よ
く
考

え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
65
歳
以
上
の
か

た
で
も
今
は
バ
リ
バ
リ
に
働
い
て
い
ま

す
。
少
数
の
若
者
で
支
え
て
い
る
イ

メ
ー
ジ
が
間
違
い
の
も
と
で
、
む
し
ろ

ま
だ
ま
だ
、支
え
る
側
に
い
る
の
で
す
。

ご
高
齢
者
を
年
齢
に
よ
っ
て
一
律
に
と

ら
え
る
の
で
は
な
く
、
社
会
構
成
員
と

し
て
就
労
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の

参
加
が
社
会
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
従
来
の
考
え
方
の
転
換

期
に
、
子
ど
も
た
ち
ば
か
り
で
な
く
、

大
人
も
夢
の
持
て
る
未
来
を
築
く
に

は
、
変
化
に
即
し
た
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン

を
示
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
う

し
た
意
味
で
、
長
期
的
な
展
望
の
下
、

市
の
将
来
像
を
示
す
指
針
と
し
て
、
市

の
総
合
振
興
計
画
を
策
定
す
る
こ
と

は
、
夢
の
あ
る
地
域
を
つ
く
り
出
す
た

め
に
、極
め
て
意
義
の
あ
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
計
画
を
実
現
す
べ
く
具
体
的
な

施
策
を
ま
と
め
た
も
の
が
、
こ
の
た
び

の
『
後
期
基
本
計
画
』
で
す
。
皆
さ
ん

の
生
活
に
沿
っ
た
、
平
成
25
年
度
か
ら

深
谷
市
が
行
う
施
策
、
そ
し
て
、
夢
の

詰
ま
っ
た
将
来
設
計
が
網
羅
さ
れ
て
い

ま
す
。ぜ
ひ
ご
一
読
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ
深谷市長　小島　進

○グラウンド

施設名 単位

使用料（1時間）
現行 改定

高校生以下 65歳以上
高校生以下

野球場 仙元山公園、上柴中央公園、北部運動公園、白草台運
動公園、花園総合運動公園 全面 250円 150円

多 目 的
広 場

仙元山公園（多目的広場北） 全面 400円 200円

仙元山公園（多目的広場南）、東公園、東方公園、北部
運動公園、柴崎公園、明戸農村公園、折之口ふれあい
公園、利根川緑地（豊里グラウンド）、利根川緑地（高
島グラウンド）

全面 150円 100円

利根川緑地（中瀬ソフトボール場）

全面 250円 150円

半面 150円 100円

1/4面 100円 50円

花園総合運動公園
全面 150円 100円

半面 100円 50円

中瀬グラウンド、岡部東グラウンド、植松グラウンド、
川本天神グラウンド、上本田グラウンド 全面 150円 100円

岡部中央グラウンド
全面 250円 150円

1/2面 150円 100円

川本グラウンドゴルフ場 1コート 150円 100円

○テニスコート（人工芝）

施設名 単位

使用料（1時間）
現行 改定

高校生以下  65歳以上
高校生以下

仙元山公園、折之口ふ
れあい公園、岡部中央
公園、花園総合運動公
園

1面
250円 150円

川本天神グラウンド 250円 150円

○テニスコート（クレー・ハード）

施設名 単位

使用料（1時間）
現行 改定

高校生以下  65歳以上
高校生以下 

仙元山公園、常盤公園、
白草台運動公園、幡羅
生涯学習センター

1面 150円 100円

○陸上競技場

施設名
使用料（1時間）

現行 改定
高校生以下 65歳以上・高校生以下

仙元山公園 500円 250円

※幡羅生涯学習センターについては、市民が利用した
ときの金額です。

パブリックコメントを募集します
あ都市計画課（う574‐ 6654）
　（仮称）寄居PAスマートインター
チェンジ深谷市方面アクセス道路の概
略ルート（案）のパブリックコメント
を募集します。
※詳しくは、市ホームページのほか、
市役所本庁舎総合案内、総合支所、公
民館でご覧いただけます。

Ｑ

Ａ

自動車の交通量が多く、通学路でもある交差
点に信号機を設置してほしいのですが、どこ
にお願いしたらよいですか。

自治会や学校を通じて、市に信号機設置の要
望書の提出をお願いします。

　信号機の設置に関しては、自治会や学校で取りま
とめの上、市へ要望書を提出していただいています。
市では、お預かりした要望書を、所轄の警察署に提
出しています。その後、県の公安委員会が、信号機
の設置について、交通量や危険度、円滑な交通の確
保などを考慮し、判断しています。現在市では、
120か所以上の要望書をお預かりしていますが、例
年、新たに2か所程度の信号機が設置されている状
況です。今後も引き続き、市民の安全確保のため、
警察署へ要望していきます。
問い合わせ　自治防災課（☎574‐8597）☎

みんなの声みんなの声みんなの声Ｂ Ｏ Ｘ

ド
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
使
用
料
を
減
額

改
定
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

公
園
緑
地
課
（
☎
５
７

４
‐
６
６
５
７
）、
生
涯
学
習
課
（
☎

５
７
２
‐
９
５
８
１
）

　

少
子
高
齢
社
会
を
迎
え
、
市
で
は
、

高
齢
者
の
健
康
増
進
や
青
少
年
の
健
全

育
成
の
た
め
の
環
境
整
備
と
し
て
、
４

月
１
日
㈪
か
ら
、
65
歳
以
上
お
よ
び
高

校
生
以
下
の
利
用
者
に
係
る
グ
ラ
ウ
ン

グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の
使
用
料
を
減
額
改
定

ー
高
齢
者
・
高
校
生
以
下
を
対
象
ー
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「俺、夢でも見ていたのかな？多くの人が来てくれて幸
ゆき

子
こ

の

葬式をしたんだよ。」

　私は真っ白な光の中に佇
たたず

む妻に話した。妻は

「あなたはとても疲れているのよ。もっと休んで！」

と言ってくれた。

　家中の掃除や家族全員の洗濯はいつも手早くこなしてた。

得意な料理は毎日楽しみだった。周りの誰にも親切だった。

妻は何より私の体調を亡くなってからも気遣ってくれた。

　共に歩んだ二十七年間、優しさを教えてくれて、ありが

とう。

本田　松
ま つ も と

本淳
じゅ ん い ち

一 さん

優しさを教えてくれた妻へ

 優秀賞
一般の部

　

交
通
安
全
に
関
す
る
指
導
技
術
を
競

う
『
交
通
安
全
教
育
コ
ン
ク
ー
ル
』。
そ

の
関＊

東
管
区
大
会
に
昨
年
11
月
29
日
、

埼
玉
県
代
表
と
し
て
出
場
し
た
の
が『
い

き
い
き
隊
』
で
す
。
市
内
の
団
体
が
こ

の
大
会
に
出
る
の
は
初
め
て
。
40
代
・

50
代
が
多
い
参
加
者
の
中
で
、
平
均
年

齢
72
歳
と
い
う
異
色
の
チ
ー
ム
な
が
ら
、

交
通
安
全
を
テ
ー
マ
に
し
た
劇
を
熱
演
。

見
事
、
関
東
管
区
警
察
局
長
特
別
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
劇
中
で
描
い
た
の
は
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
集
ま
る
高
齢
者
。

実
際
に
あ
っ
た
事
故
事
例
を
交
え
た
分

か
り
や
す
い
物
語
と
、
観
客
を
巻
き
込

む
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
、
会
場
か
ら
笑

い
が
絶
え
な
い
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
今
は
ア
ド
リ
ブ
が
飛
び
出
す
ほ
ど
だ

け
ど
、
初
め
は
、
ボ
ロ
ボ
ロ
だ
っ
た
」。

隊
長
の
小
暮
さ
ん
は
、
結
成
当
時
を
振

り
返
り
ま
す
。
い
き
い
き
隊
は
、
平
成

23
年
10
月
、
同
コ
ン
ク
ー
ル
の
県
北
大

会
へ
出
場
す
る
た
め
、
深
谷
交
通
安
全

協
会
の
会
員
で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
間

も
な
く
市
内
の
式
典
で
初
お
披
露
目
と

な
り
ま
し
た
が
、
セ
リ
フ
を
忘
れ
る
な

ど
大
失
敗
。
こ
れ
を
機
に
、
伝
え
る
こ

と
を
意
識
し
て
練
習
に
打
ち
込
み
ま
す
。

ビ
デ
オ
に
撮
っ
て
掛
け
合
い
や
動
作
を

研
究
。
敬
老
会
な
ど
に
出
向
い
て
は
、

場
数
を
踏
み
『
力
』
を
付
け
ま
し
た
。

結
果
、
県
北
大
会
は
準
優
勝
。
県
北
代

表
と
し
て
臨
ん
だ
県
大
会
で
も
優
勝
を

飾
り
、
関
東
管
区
大
会
へ
の
出
場
を
決

め
ま
し
た
。

　

当
初
目
的
で
あ
っ
た
大
会
は
終
了
し

ま
し
た
が
、
い
き
い
き
隊
は
「
ぜ
ひ
、

催
し
な
ど
に
呼
ん
で
い
た
だ
き
、
交
通

事
故
を
減
ら
す
お
役
に
立
ち
た
い
」
と

気
合
十
分
。
今
後
も
、
軽
快
な
掛
け
合

い
に
思
い
を
乗
せ
て
、
ま
ち
の
安
全
を

守
っ
て
い
き
ま
す
。

▲関東管区大会（会場：新潟県）の様子
左から内

うち

田
だ

杲
こう

弌
いち

さん、金
かね

田
だ

清
きよし

さん、小
こ

暮
ぐれ

捷
かつ

一
いち

さん、塚
つか

本
もと

千
ち

代
よ

松
まつ

さん、大
おお

澤
さわ

晴
はる

子
こ

さん ▲井上馨（渋沢史料館提供）

志は民間に在り
　

栄
一
の
大
蔵
省
辞
任
は
、
大お

お

蔵く
ら

大た
い

輔ふ

で
あ
る
井い

の

上う
え

馨か
お
る

と
司
法
卿
で
あ
る
江え

藤と
う

新し
ん

平ぺ
い

と
の
対
立
に
巻
き
込
ま
れ
た
感
が

強
い
の
で
す
が
、
栄
一
は
こ
れ
以
前
か

ら
、
日
本
に
お
け
る
官か

ん

尊そ
ん

民み
ん

卑ぴ

の
弊へ

い

が

あ
ま
り
に
大
き
く
、
何
と
か
し
て
こ
れ

を
解
決
し
た
い
、
商
工
業
の
進
歩
を
図

り
、
商
工
業
者
の
地
位
を
高
め
た
い
、

と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
は
自
ら

が
進
ん
で
商
売
人
に
な
り
、
そ
れ
を
実

践
し
て
い
く
し
か
な
い
、
と
決
断
し
た

の
で
す
。

　

大
蔵
省
を
去
る
に
当
た
り
、
栄
一
は
、

井
上
と
連
名
で
『
財
政
改
革
に
関か

か

わ
る
奏そ

う

議ぎ

』
と
い
う
一
大
文
章
を
太だ

政じ
ょ
う

官か
ん

に
提

出
し
ま
す
。
国
政
の
要
点
は
民
力
の
向
上

に
あ
る
と
の
立
場
か
ら
、
各
省
各
官
が
功

を
競
っ
て
、
と
も
す
れ
ば
無
駄
遣
い
の
多

い
現
状
を
批
判
し
、
こ
れ
を
人
民
に
負
担

さ
せ
る
こ
と
の
不
可
な
る
こ
と
を
戒い

ま
し

め
、

収
支
の
バ
ラ
ン
ス
に
気
を
付
け
、
確
固
た

る
予
算
制
度
を
確
立
す
る
こ
と
が
急
務

で
あ
る
こ
と
を
訴
え
ま
す
。

　

こ
う
し
た
提
言
を
受
け
る
形
で
、
明

治
六
年
（
一
八
七
三
）
六
月
に
は
、
大

蔵
省
事
務
総
裁
大お

お

隈く
ま

重し
げ

信の
ぶ

の
下
、
国
内

初
の
『
会
計
見
込
表
（
歳
入
歳
出
予
算

表
）』
が
作
成
・
公
表
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

栄
一
の
民
間
転
出
を
危き

惧ぐ

し
た
人

に
、
大
蔵
省
の
先
輩
で
親
友
で
も
あ
っ

た
玉た

ま

乃の

世せ
い

履り

（
の
ち
大だ

い

審し
ん

院い
ん

長
）
が
い

ま
す
。
玉
乃
は
、「
渋
沢
と
も
あ
ろ
う

者
が
金
銭
に
目
が
く
ら
ん
で
卑
し
い
商

売
人
に
な
る
と
は
い
っ
た
い
ど
う
い
う

こ
と
だ
」
と
、栄
一
に
詰
め
寄
り
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
栄
一
は
、「
金
銭
に

目
が
く
ら
ん
だ
わ
け
で
も
な
い
し
、
商

売
人
が
そ
ん
な
に
卑
し
い
も
の
だ
と
も

思
っ
て
い
な
い
」
と
答
え
ま
す
。

　
「
自
分
が
商
売
人
と
し
て
世
の
中
に

立
と
う
と
す
る
か
ら
に
は
、
決
し
て
不

法
不
理
な
こ
と
は
せ
ず
、
徳
を
失
わ
な

い
よ
う
に
す
る
つ
も
り
で
あ
り
、『
論

語
』
の
教
え
を
も
っ
て
身
を
処
し
て
い

く
覚
悟
で
あ
る
」。
栄
一
は
、
玉
乃
に

対
し
て
固
い
決
意
を
語
り
ま
す
。『
論

語
』
と
そ
ろ
ば
ん
の
両
立
、
道
徳
と
経

済
の
合ご

う

一い
つ

を
目
指
す
、
栄
一
の
果
敢
な

挑
戦
の
始
ま
り
で
す
。

　

同
年
八
月
一
日
、
東
京
海か

い

運う
ん

橋ば
し

兜か
ぶ
と

町ち
ょ
う

に
、
日
本
初
の
民
間
銀
行
と
し
て
第
一

国
立
銀
行
が
開
業
、
栄
一
は
総
監
役
に

就
任
し
ま
す
。　　
　
（
文
：
新
井
慎
一
）

※本コーナーの全編を通じて、登場する人物については、歴史上の人物としてその敬称を略します。また、年齢
については、当時の通例に従い数え年の表記とします。

『井上馨』『井上馨』（1835‐ 1915）
　旧長州藩士。後に外務・内務・大蔵な
どの各大臣を歴任。外相時代、不平等条
約改正のため、鹿鳴館に代表される欧化
政策に奔走。栄一にとっては最も親密な
人物でした。
『江藤新平』（1834‐ 1874）
　旧佐賀藩士。明治政府では司法卿（法

務大臣）として民法編さんなどに尽力し
ました。
　征韓論を唱え西

さい

郷
ご う

隆
た か

盛
も り

らと政府を去
り、明治7年に民撰議院設立建白書に署
名。佐賀の乱を起こし、処刑されました。
『玉及世履玉及世履』（1825‐ 1886）
　旧岩国藩士。剛

ごう

毅
き

果
か

断
だ ん

・清
せい

廉
れ ん

潔
け っ

白
ぱ く

な人
柄で、その公正な裁きにより、『明治の
大
おお

岡
お か

越
え ち

前
ぜんの

守
か み

』と賞賛されました。

﹇
第
20
回
﹈

　家族経営の井田ファームを支えている秀代さ

ん・真由美さん姉妹。180匹の母豚と生まれて

から出荷するまでの豚の飼育全般を担っていま

す。2人が一番大変と話すのは豚舎の清掃。きれ

いな状態を保つために1日2回欠かせません。「で

も、においは出てしまいます。周囲の理解に感謝

し、味で恩返しをしたい」。そのため、飼料にこ

だわり、穀類やハーブの配合率を研究。「お肉が

苦手な子も喜んで食べてくれる」と、ほほ笑みま

す。その笑顔に、自信と責任感をのぞかせました。

味で恩返し
井
い

田
だ

 秀
ひ で

代
よ

さん（31歳・針ヶ谷）

　　 真
ま

由
ゆ

美
み

さん（25歳）

ま
ち
の
交
通
安
全
広
報
隊

～いきいき隊（深谷交通安全協会）～

小
こ

暮
ぐれ

捷
かつ

一
いち

隊長

＊
関
東
管
区
＝
茨
城
、栃
木
、群
馬
、埼
玉
、千
葉
、神
奈
川
、新
潟
、山
梨
、長
野
、静
岡
の
10
県
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講師は帝京平成大学講師の鈴
すず

木
き

信
のぶ

子
こ

氏

　市内の情報をインターネットで発信する深谷市独自の

オンライン百科事典『フカペディア』。講習会には16

人が参加し、記事の書き方を学習しました。

　飛ばすと円を描いて手元に戻ってくる“ブーメラン竹と

んぼ”。アルミ缶を利用しカラフルに装飾したものや、鉛

入り、寄せ木細工など、たくさんの種類が展示されました。

　市内で活躍している消防団が一同に会し、防火防災へ

の決意を新たにしました。多くの市民のかたも見学に訪

れ、りりしい団員の姿に歓声が上がりました。

　市内小・中学校の特別支援学級や特別支援学校などに

通う子どもたちが手掛けた作品が展示されました。元気

いっぱいの作品が来場者を楽しませてくれました。

　子育ての力加減をテーマに講演。参加したお母さんた

ちは、虐待にならないしつけや子育てストレスの解消方

法などのアドバイスを真剣に聴き入っていました。

　川本地区の小学校１・２年生と保護者が参加して、『こ

またこ』を作りました。骨組みの製作をお父さん・お母

さんが担当し、たこの下絵を子どもたちが描きました。

　2月に予定されている『利根川へのサケの放流会』に

向けて、子どもたちにサケの卵が配布されました。卵は、

各家庭で稚魚まで育てられ、放流会に臨みます。

　『ふっかちゃん』をデザインしたオリジナルナンバー

プレートの交付が開始されました。受付開始時には、多

くのかたが申請に並び、ふっかちゃんも喜んでいました。

埼玉工業大学の井
いの

上
うえ

聡
さとる

准教授が講師を、学生4人がアシスタントを務めました

竹とんぼを手にし、「昔を思い出すわね」と笑顔がこぼれました

来場者は2日間で3万人。来年の開催地は、茨城県坂東市に決定しました

50cc以下は白、90cc以下は黄色、125cc以下はピンクの3種類

記事を書いてみよう！『フカペディア講習会』
埼玉工業大学

いろんな種類の『こだわりの竹とんぼ展』
あぃん（深谷町地内）

地域を守る決意新たに『消防団出初式』
消防本部

心が和む『夢・きらきらアート展』
深谷市民文化会館

お母さんを楽しもう！『子育て講演会』 
深谷コミュニティーセンター

大きく育てよう『サケの卵の配布』
深谷公民館

岐阜で深谷ねぎをＰＲ『全国ねぎサミット』
岐阜県岐南町総合体育館

原付きバイクに『ふっかちゃんナンバー』
深谷市役所本庁舎

『ねぎ収穫・深谷カルソッツ体験ツアー』
江原地内

　28人の親子が参加し、ねぎの収穫や皮むきなどを体

験しました。収穫した泥ねぎは『深谷カルソッツ（深谷

ねぎの1本焼き）』にしておいしく食べました。

　深谷から始まった『全国ねぎサミット』。今年は『徳

田ねぎ』の産地、岐
ぎ

南
なん

町
ちょう

で開催されました。12産地

13種類のねぎが集合し、各産地の交流も図られました。

明るい未来のための努力誓う『成人式』
深谷ビッグタートル

　平成25年は1,498人のかたが新成人となりました。

式典には1,203人が参加し、同級生との久しぶりの再

会と20歳の門出を互いに喜び合っていました。

    12  ／
 15

      12 ／
 13

     12 ／
 15

親子で挑戦『手作りたこ教室』
川本公民館

新成人代表の言葉を読み上げる小
こ

池
いけ

真
ま

衣
い

さん

      12 ／
 ８

     12   ／
 16

     12  ／
 20

    12  ／
 25

            1 ／
 11

            1 ／
 12

            1 ／
 13

            1 ／
 13
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桜
ケ
丘
小
学
校
前
交
差
点
の
信

号
機
が
、
歩
車
分
離
式
信
号
機
に

改
良
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
に
は
、
ほ
か
に
も
４
か
所

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
歩
車
分
離
式
信
号
機
と

は
、
交
差
点
で
歩
行
者
と
車
両
の

通
行
の
時
間
帯
が
完
全
に
分
離
さ

れ
る
こ
と
で
、
右
左
折
車
両
に
よ

る
歩
行
者
の
巻
き
込
み
事
故
が
防

止
さ
れ
、安
全
性
が
高
ま
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
安
全
面

で
大
き
な
効
果
が
認
め
ら
れ
る
と

し
、
全
国
で
整
備
を
進
め
て
い
る

も
の
で
す
。

歩
車
分
離
式
信
号
機
設
置
場
所

（
５
か
所
）

①
仲
町
交
差
点

②
駅
通
り
工
場
団
地
線
稲
荷
町
ベ

ル
ク
東

③
駅
通
り
工
場
団
地
線
国
済
寺
セ

ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
西

④
上
柴
西
小
学
校
北
西

⑤
桜
ケ
丘
小
学
校
前
交
差
点

注
意
事
項

▪
自
転
車
は
車
両
で
す
。
歩
行
者

用
信
号
で
横
断
す
る
と
き
は
、
自

転
車
を
降
り
て
渡
り
ま
し
ょ
う
。

▪
歩
行
者
の
か
た
は
、
渡
る
と
き

に
は
押
し
ボ
タ
ン
を
押
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
方

式
の
み
、斜
め
横
断
が
で
き
ま
す
。

子どもたちの安全を確保『歩車分離式信号機』
●問い合わせ　自治防災課（☎574‐8597）

国民年金からのお知らせ
●問い合わせ　熊谷年金事務所（☎522‐5158）　保険年金課（☎574‐6641）　岡部市民生活課（☎585‐2213）

川本市民生活課（☎583‐2783）　花園市民生活課（☎584‐1121）

スクランブル方式
設置場所　①②

歩行者専用現示方式
設置場所　③～⑤

歩車分離式信号機には、『歩
車分離信号』という標識が付
いています

市民税課からのお知らせ
●問い合わせ　市民税課（☎574‐6637）　熊谷税務署（☎521‐2905）

▪
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
物

▪
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

▪
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
申
出

書
（
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
に
あ
り

ま
す
）

　

ま
た
、
国
民
年
金
に
は
保
険
料

を
前
払
い
す
る
と
割
り
引
き
に
な

る
『
前
納
制
度
』
が
あ
り
ま
す
。

　

納
付
書
で
前
納
す
る
場
合
、
専

用
の
納
付
書
が
必
要
で
す
。
お
手

元
に
前
納
用
の
納
付
書
が
な
い
場

合
に
は
熊
谷
年
金
事
務
所
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
口
座
振

替
で
前
納
す
る
場
合
、
事
前
の
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
年
度
途
中
か
ら
の
前
納

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

※
口
座
振
替
で
の
前
納
は
、
納
付

書
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
前

納
よ
り
も
割
引
額
が
大
き
く
な
り

ま
す
。

　

平
成
25
年
度
分
（
１
年
度
分
・

４
〜
９
月
の
上
期
分
）
の
口
座
振

替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
前
納
の

申
込
期
限
は
、
２
月
28
日
㈭
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
か

た
は
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
は

安
心
・
便
利
な『
口
座
振
替
』

お
得
な
『
前
納
制
度
』
で

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
送
ら
れ
る
納
付
案
内

書
な
ど
に
よ
り
、
毎
月
の
保
険
料

を
翌
月
の
末
日
ま
で
に
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る

と
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年

金
の
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
場

合
に
よ
っ
て
は
年
金
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
万
一
の
と
き
に
障
害
基

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け

ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
便
利
で
安
心
な
口
座
振
替

や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納

付
を
お
勧
め
し
ま
す
。

手
続
き

①
口
座
振
替
＝
金
融
機
関
へ

▪
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
物

▪
預
（
貯
）
金
通
帳

▪
通
帳
届
出
印

▪
口
座
振
替
納
付
申
出
書
（
問
い

合
わ
せ
先
の
ほ
か
、
金
融
機
関
な

ど
に
あ
り
ま
す
）

②
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
＝
熊

谷
年
金
事
務
所
へ

平
成
25
年
度
市
・
県
民
税

の
主
な
改
正
内
容

1
生
命
保
険
料
控
除
の
改
正

①
平
成
24
年
１
月
１
日
以
降
に

締
結
し
た
保
険
契
約（
新
契
約
）

の
う
ち
、
介
護
保
障
ま
た
は
医
療
保
障

を
内
容
と
す
る
契
約
に
係
る
支
払
保
険

料
に
つ
い
て
、
一
般
生
命
保
険
料
控
除

と
別
枠
で
介
護
医
療
保
険
料
控
除
が
創

設
さ
れ
ま
し
た
（
図
１
・
２
参
照
）。

②
平
成
23
年
12
月
31
日
以
前
に
締
結
し

た
保
険
契
約
な
ど
（
旧
契
約
）
に
つ
い

て
は
、
従
前
の
一
般
生
命
保
険
料
控
除

お
よ
び
個
人
年
金
保
険
料
控
除
が
適
用

さ
れ
ま
す
（
図
３
参
照
）。

2
退
職
所
得
金
額
の
計
算

　

退
職
所
得
金
額
は
、
収
入
金
額
か
ら

退
職
所
得
控
除
を
差
し
引
い
た
額
に
２

分
の
１
を
乗
じ
た
額
で
す
。

　

改
正
に
よ
り
、
勤
続
年
数
５
年
以
内

の
法＊
人
役
員
等
に
つ
い
て
は
、
こ
の
２

分
の
１
を
乗
じ
る
措
置
が
廃
止
さ
れ

ま
す
。

　

こ
の
改
正
は
、
平
成
25
年
１
月
１
日

以
降
に
支
払
わ
れ
る
退
職
手
当
な
ど
か

ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

＊
法
人
役
員
等
＝
法
人
税
法
上
の
役

員
、
国
会
議
員
、
地
方
議
会
議
員
、
国

家
公
務
員
、
地
方
公
務
員

熊
谷
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

1
記
帳
・
帳
簿
な
ど
の
保
存
制
度
の
対

象
者
が
拡
大

　

個
人
の
白
色
申
告
者
の
う
ち
、
前
々

年
分
お
よ
び
前
年
分
の
事
業
所
得
、
不

動
産
所
得
ま
た
は
山
林
所
得
の
合
計
額

が
３
０
０
万
円
を
超
え
る
か
た
に
必
要

と
さ
れ
て
い
た
記
帳
と
帳
簿
な
ど
の
保

存
制
度
の
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
所
得
を
生
ず
べ
き
業
務

を
行
う
す
べ
て
の
か
た
（
所
得
税
の
申

告
が
必
要
で
な
い
か
た
も
含
む
）
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

2
公
的
年
金
等
受
給
者
の
確
定
申
告

　

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
４
０
０

万
円
以
下
で
、
当
該
年
金
以
外
の
所
得

が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
、
所
得
税

の
確
定
申
告
は
不
要
で
す
が
、
市
・
県

民
税
の
申
告
は
必
要
で
す
。
こ
の
場
合

で
も
、
医
療
費
控
除
な
ど
の
所
得
税
の

還
付
に
は
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
所
得
税
に
影
響
が
な
い
場
合
で
も

生
命
保
険
料
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
を

市
・
県
民
税
で
受
け
る
に
は
、
市
・
県

民
税
申
告
が
必
要
で
す
。

3
平
成
24
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告

　

申
告
は
２
月
18
日
㈪
〜
３
月
15
日
㈮

ま
で
で
す
。
な
お
、
熊
谷
税
務
署
で
は
、

平
日
以
外
で
も
２
月
24
日
㈰
と
３
月
３

日
㈰
に
限
り
、
受
け
付
け
を
行
い
ま
す

（
現
金
納
付
・
納
税
証
明
業
務
は
行
い

ま
せ
ん
）。

①
申
告
と
納
税
の
期
限

▪
所
得
税
・
贈
与
税
＝
３
月
15
日
㈮

▪
消
費
税
・
地
方
消
費
税
（
個
人
事
業

者
）
＝
４
月
１
日
㈪

※
納
税
は
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
な
お
、
口
座
振
替
の
納
付
日
は
平

成
24
年
分
所
得
税
第
３
期
分
が
４
月
22

日
㈪
、
平
成
24
年
分
消
費
税
（
個
人
事

業
者
）確
定
申
告
分
が
４
月
24
日
㈬
で
す
。

②
納
税
証
明
書
を
請
求
さ
れ
る
か
た
へ

　

２
・
３
月
は
確
定
申
告
期
間
の
た
め

平
成
24
年
分
の
納
税
証
明
書
が
、
請
求

日
当
日
に
発
行
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
お
急
ぎ
の
場
合
に
は
、
税
務
署

受
付
印
の
あ
る
申
告
書
控
（
電
子
申
告

の
場
合
は
送
信
票
）
お
よ
び
納
税
の
領

収
証
書
（
原
本
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

請
求
に
必
要
な
物　

納
税
証
明
書
交
付

請
求
書
（
税
務
署
に
あ
り
ま
す
）、
本

人
（
法
人
は
代
表
者
）
の
確
認
が
で
き

る
書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）、印
鑑（
法

人
は
代
表
者
印
）、
収
入
印
紙
ま
た
は

現
金
（
１
年
分
１
通
４
０
０
円
）

※
本
人
以
外
が
請
求
さ
れ
る
場
合
は
、

必
ず
委
任
状
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

請
求
先　

熊
谷
税
務
署
管
理
運
営
部
門

（
☎
５
２
１
‐
４
０
３
２
）

図1 控除種別と控除限度額（新契約）
控除種別 控除限度額

一般生命保険料控除 28,000円

個人年金保険料控除 28,000円

介護医療保険料控除（新設） 28,000円

※各保険料控除の合計控除限度額は70,000円です。

図2 平成24年1月1日以降に締結の保険契約（新契約）
各保険料の支払額 控除額

12,000円以下 支払保険料の全額

12,001円～32,000円 支払保険料×1/2＋6,000円

32,001円～56,000円 支払保険料×1/4＋14,000円

56,001円以上 28,000円

図3 平成23年12月31日以前に締結の保険契約（旧契約）
各保険料の支払額 控除額

15,000円以下 支払保険料の全額

15,001円～40,000円 支払保険料×1/2＋7,500円

40,001円～70,000円 支払保険料×1/4＋17,500円

70,001円以上 35,000円

　新旧契約の双方で、一般生命保険料控除または個人年
金保険料控除の適用を受ける場合、控除額は、新契約の
支払保険料は図2で、旧契約は図3で計算した額の合計
額（上限28,000円）となります。



142013.2. 広報ふかや15 2013.2. 広報ふかや

問い合わせ 申し込み・申請 電話 ファクス メール ホームぺージ ファクス メール ホームぺージ
問い合わせ 申し込み・申請 電話

臨
時
職
員
の
登
録
を
受
け
付
け
ま
す

　

市
で
は
、
４
月
以
降
に
臨
時
職
員
と
し

て
勤
務
を
希
望
さ
れ
る
か
た
の
登
録
を
受

け
付
け
ま
す
。

　

臨
時
職
員
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に

は
、
登
録
さ
れ
た
か
た
の
中
か
ら
面
接
な

ど
に
よ
り
選
考
し
、
勤
務
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

※
登
録
し
て
い
た
だ
い
た
場
合
で
も
、
勤

務
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
教

育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

※
臨
時
職
員
登
録
用
履
歴
書
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

1
一
般
事
務

あ
人
事
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
３
６
・
〠

３
６
６
‐
８
５
０
１
仲
町
11
‐
１
）

い
市
販
の
履
歴
書
ま
た
は
臨
時
職
員
登
録

用
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵

送
ま
た
は
直
接
、
人
事
課
へ

2
保
育
士
、
学
童
保
育
指
導
員

あ
保
育
課
（
う
５
７
４
‐
８
６
４
８
・
〠

３
６
６
‐
８
５
０
１
仲
町
11
‐
１
）

い
市
販
の
履
歴
書
ま
た
は
臨
時
職
員
登
録

用
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
資

格
証
の
コ
ピ
ー
を
添
え
て
、
郵
送
ま
た
は

直
接
、
保
育
課
へ

3
学
校
用
務
員
、
学
校
栄
養
士

あ
教
育
総
務
課（
う
５
７
４
‐
５
８
１
１
・

〠
３
６
６
‐
０
８
２
３
本
住
町
17
‐
３
）

い
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
資
格
証
の
コ
ピ
ー
を
添
え
て
、
郵
送

ま
た
は
直
接
、
教
育
総
務
課
へ

※
４
月
任
用
に
つ
い
て
は
、
２
月
22
日
㈮

ま
で
に
受
け
付
け
た
分
が
対
象
で
す
。

4
幼
稚
園
教
諭
、
学
校
ア
シ
ス
タ
ン
ト

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
、
学
校
相
談
員
、
特
別
支

援
補
助
員
、
図
書
館
補
助
員
、
ス
ク
ー
ル

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
タ
ー

あ
学
校
教
育
課（
う
５
７
２
‐
９
５
７
８
・

〠
３
６
６
‐
０
８
２
３
本
住
町
17
‐
３
）

い
市
販
の
履
歴
書
ま
た
は
臨
時
職
員
登
録

用
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
資

格
証
の
コ
ピ
ー
を
添
え
て
、
郵
送
ま
た
は

直
接
、
学
校
教
育
課
へ

5
保
健
師
、
管
理
栄
養
士

あ
保
健
セ
ン
タ
ー（
う
５
７
５
‐
１
１
０
１
・

〠
３
６
６
‐
０
８
２
３
本
住
町
17
‐
１
）

い
市
販
の
履
歴
書
ま
た
は
臨
時
職
員
登
録

用
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
資

格
証
の
コ
ピ
ー
を
添
え
て
、
郵
送
ま
た
は

直
接
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

ふ
る
さ
と
農
園
の
利
用
者
募
集

あ
農
業
振
興
課（
う
５
７
４
‐
６
６
４
８
）

対
象
●
市
内
在
住
の
農
業
者
以
外
で
、
各

農
園
の
管
理
組
合
に
加
入
可
能
な
か
た

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

面
積
●
約
40
㎡

募集農園 区画数

川本農園
（長在家1054） 10区画

人見農園
（人見805‐1） 3区画

明戸農園
（上増田524‐1） 4区画

沼尻農園
（沼尻663） 3区画

曲田農園
（曲田126） 1区画

利
用
料
●
貸
付
料
お
よ
び
農
園
内
の
農
機

具
な
ど
の
使
用
料
は
無
料
。
た
だ
し
、
組

合
費
（
年
間
約
１
，０
０
０
円
）
お
よ
び

栽
培
に
掛
か
る
費
用
は
利
用
者
の
負
担
と

な
り
ま
す
。

利
用
期
間
●
３
月
１
日
㈮
〜

※
１
年
契
約
で
、
最
大
５
年
間
利
用
で
き

ま
す
。

い
２
月
18
日
㈪
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
へ

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

会
員
募
集

あ
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
う
５
５
１
‐
４
４
１
０
）

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と

は
、子
育
て
を
手
助
け
し
て
ほ
し
い
人（
依

頼
会
員
）と
子
育
て
を
応
援
し
た
い
人（
協

力
会
員
）
が
会
員
と
な
り
、
育
児
に
関
す

る
相
互
援
助
活
動
を
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

支
援
内
容
●
保
育
施
設
へ
の
送
迎
や
協
力

会
員
宅
で
の
一
時
預
か
り

入
会
説
明
会
（
要
申
し
込
み
）

と
き
●
２
月
19
日
㈫
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ
●
市
役
所
西
別
館
３
０
３
号
室

自
衛
官
募
集

あ
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
熊
谷
地
域

事
務
所
（
う
５
２
２
‐
４
８
５
５
）

1
幹
部
候
補
生

対
象
●

▪
大
卒
程
度
試
験
＝
22
歳
以
上
26
歳
未
満

▪
院
卒
者
試
験
＝
修
士
課
程
修
了
者
な
ど

で
20
歳
以
上
28
歳
未
満

試
験
日
●
５
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰
（
12
日

は
飛
行
要
員
希
望
者
の
み
）

2
歯
科
・
薬
剤
幹
部
候
補
生

対
象
●

▪
歯
科
幹
部
候
補
生
＝
20
歳
以
上
30
歳
未
満

▪
薬
剤
幹
部
候
補
生
＝
20
歳
以
上
28
歳
未
満

試
験
日
●
５
月
11
日
㈯

※
年
齢
は
平
成
26
年
４
月
１
日
㈫
現
在

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

い
４
月
26
日
㈮
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
へ

C
チ ャ ン ネ ル

hannel フカヤで、深谷に関する動画を配信中（か『チャンネルフカヤ Youtube』で検索）

と
こ
ろ
●
深
谷
市
民
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

定
員
●
３
０
０
人

ひ
き
こ
も
り
等
支
援
対
策
講
演
会

あ
こ
ど
も
青
少
年
課
（
う
５
７
４
‐
６
６

４
６
）

と
き
●
２
月
22
日
㈮
午
後
２
時
〜
３
時
45

分
（
受
付
＝
午
後
１
時
30
分
〜
）

と
こ
ろ
●
深
谷
公
民
館
大
会
議
室

演
題
●
ひ
き
こ
も
り
・
ニ
ー
ト
の
人
と
ど

う
向
き
合
う
か

講
師
●
金き

ん

馬ば

宗む
ね

昭あ
き

氏
（
Ｅ
Ｃ
Ｃ
学
園
高
等

学
校
教
頭
）

落
語
か
ら
学
ぶ
男
女
共
同
参
画『
落
語

の
世
界
に
み
え
る
男
女
の
思
い
や
り
』

あ
Ｌ
・フ
ォ
ル
テ（
う
５
７
３
‐
４
７
６
１
）

と
き
●
３
月
２
日
㈯
午
後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ
●
キ
ラ
ラ
上
柴
ハ
ナ
ミ
ズ
キ

定
員
●
先
着
80
人

講
師
●
三さ

ん

遊ゆ
う

亭て
い

楽ら
っ

京き
ょ
う

氏
（
落
語
家
）

※
未
就
学
児
の
託
児
あ
り
（
申
込
時
に
要

予
約
）

い
２
月
８
日
㈮
午
前
９
時
か
ら
問
い
合
わ

せ
先
へ

講
演
会『
障
害
者
虐
待
の
現
場
か
ら

〜
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
〜
』

あ
障
害
福
祉
課
（
う
５
７
１
‐
１
０
１

１
・
え
５
７
４
‐
６
６
６
７
）

　

障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
保
護
者
と
し
て
、

ま
た
、
新
聞
記
者
と
し
て
取
材
し
た
体
験

談
や
、
地
域
の
取
り
組
み
、
わ
た
し
た
ち

に
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
講
演
し
ま
す
。

と
き
●
２
月
26
日
㈫
午
前
９
時
30
分
〜
11

時
30
分

と
こ
ろ
●
深
谷
公
民
館
大
会
議
室

定
員
●
先
着
１
０
０
人

講
師
●
野の

澤ざ
わ

和か
ず

弘ひ
ろ

氏（
毎
日
新
聞
論
説
委
員
）

と
き
●
２
月
28
日
㈭
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
０
時
30
分

と
こ
ろ
●
深
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

集
会
室
、
保
健
セ
ン
タ
ー
栄
養
指
導
実
習
室

定
員
●
先
着
35
人

参
加
料
●
３
０
０
円
（
食
材
費
）

講
師
●
中な

か

嶋じ
ま

美み

徳の
り

氏

持
ち
物
●
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
（
バ
ン
ダ

ナ
）、
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

い
２
月
４
日
㈪
午
前
９
時
か
ら
問
い
合
わ

せ
先
へ

か
ら
だ
バ
ラ
ン
ス
講
座

〜
春
に
向
け
て
か
ら
だ
づ
く
り
〜

あ
保
健
セ
ン
タ
ー（
う
５
７
５
‐
１
１
０
１
）

対
象
●
市
内
在
住
で
、
医
師
か
ら
運
動
制

限
を
受
け
て
い
な
い
か
た

と
き
●
３
月
８
日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分

と
こ
ろ
●
キ
ラ
ラ
上
柴
体
育
室

定
員
●
先
着
50
人

講
師
●
遠え

ん

藤ど
う

良よ
し

江え

氏

持
ち
物
●
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
（
上
履
き
）、

５
０
０
㎖
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
２
本
、
タ
オ

ル
、
水
分
補
給
で
き
る
物
、
筆
記
用
具

※
運
動
が
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

い
２
月
４
日
㈪
午
前
９
時
か
ら
問
い
合
わ

せ
先
へ

コ
コ
ロ
を
軽
く
す
る
睡
眠
講
座

あ
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
う
０
４
８

‐
７
２
３
‐
１
１
１
１
）、保
健
セ
ン
タ
ー

（
う
５
７
５
‐
１
１
０
１
）

　
『
は
な
ま
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
』
で
お
な
じ

み
の
遠え

ん

藤ど
う

拓た
く

郎ろ
う

氏
（
ス
リ
ー
プ
ク
リ
ニ
ッ

ク
調
布
院
長
）
が
、
知
っ
て
ト
ク
す
る
快

眠
術
を
教
え
ま
す
。

と
き
●
２
月
17
日
㈰
午
後
２
時
〜
４
時

命
室
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
現
場
か
ら
〜
』（
講

師
＝
埼
玉
医
科
大
学
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
フ
ラ
イ
ト
ナ
ー
ス
）

定
員
●
先
着
１
０
０
人

い
２
月
４
日
㈪
午
前
９
時
か
ら
問
い
合
わ

せ
先
へ

食
生
活
改
善
推
進
員
に
よ
る

『
低
栄
養
予
防
・
介
護
食
講
座
』

あ
保
健
セ
ン
タ
ー（
う
５
７
５
‐
１
１
０
１
）

対
象
●
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
か
た

と
き
●
２
月
18
日
㈪
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
１
時
30
分

と
こ
ろ
●
保
健
セ
ン
タ
ー
栄
養
指
導
実
習
室

内
容
●
在
宅
高
齢
者
の
低
栄
養
・
介
護
食

に
つ
い
て
（
調
理
実
習
あ
り
）

定
員
●
先
着
30
人

参
加
料
●
３
５
０
円
（
食
材
費
・
保
険
料

な
ど
）

持
ち
物
●
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、筆
記
用
具

い
２
月
４
日
㈪
午
前
９
時
か
ら
実
施
日
の

１
週
間
前
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
へ

第
６
回
あ
な
た
の
た
め
の
元
気
ア
ッ
プ

健
康
講
座

あ
保
健
セ
ン
タ
ー（
う
５
７
５
‐
１
１
０
１
）

と
き
●
２
月
28
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ
●
幡
羅
公
民
館

内
容
●
50
代
か
ら
の
心
臓
ケ
ア
〜
人
は
血

管
と
と
も
に
老
い
る
〜

定
員
●
先
着
１
０
０
人

講
師
●
内う

ち

田だ

理お
さ
む

氏
（
内
田
ハ
ー
ト
ク
リ

ニ
ッ
ク
）

い
２
月
４
日
㈪
午
前
９
時
か
ら
問
い
合
わ

せ
先
へ

栄
養
バ
ラ
ン
ス
講
座
〜
１
食
６
０
０
㎉

で
作
る
春
の
お
も
て
な
し
ご
は
ん
〜

あ
保
健
セ
ン
タ
ー（
う
５
７
５
‐
１
１
０
１
）

対
象
●
市
内
在
住
の
か
た

地
域
医
療
講
演
会

あ
保
健
セ
ン
タ
ー（
う
５
７
５
‐
１
１
０
１
）

と
き
●
２
月
14
日
㈭
午
後
６
時
〜
８
時

（
受
付
＝
午
後
５
時
30
分
〜
）

と
こ
ろ
●
深
谷
赤
十
字
病
院
多
目
的
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
●
『
地
域
医
療
を
守
る
た
め
に
わ

た
し
た
ち
が
考
え
る
べ
き
こ
と
〜
救
急
医

療
の
最
前
線
か
ら
〜
』

内
容
●
第
１
部
＝
『
埼
玉
県
の
救
急
医
療

体
制
』（
講
師
＝
県
医
療
整
備
課
）、
第
２

部
＝
『
救
急
医
療
の
最
前
線
〜
空
飛
ぶ
救

ふかや必読書ふかや必読書 ３０

　渋沢栄一のこころざし　　　　山
や ま

岸
ぎ し

達
た つ

児
じ

　渋沢栄一は天保11年2月、今の血洗島に
生まれました。少年時代から学問が好きで、
7歳のころから『四書五経』を学び、たく
さんの読書をしていました。また、力の弱
い者に味方をする心の優しい少年でした。
人を思い、人のために尽くす信念を貫いて、
幕末から明治、大正、昭和初期にかけて、
たくさんの会社や銀行をつくり、さらに社
会事業も行い、日本の近代化に力を尽くし
た郷土の偉人です。ぜひ読んでみましょう。

あい消防総務課（☎571 ‐ 0900）
　自分の家族・まちを一緒に守りませんか。
対象●市内在住か在勤で18歳以上のかた
活動内容●
▪水火災など災害活動、救命講習など防災
に関する研修、訓練への参加
▪火災予防・地域防災に関する広報啓発活
動および指導
▪消防団各種行事への参加
処遇など●
▪年報酬および出動時の費用弁償を支給し
ます。
▪活動に必要な被服（制服・活動服）を貸
与します。
▪公務員災害補償、退職報償金（5年以
上）、表彰などの制度があります。

大切な人
大切なまちを
自らの力で

消防団員
募集
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展
示
●
３
月
９
日
㈯
午
後
３
時
〜
10
日
㈰

正
午

作
品
返
却
●
３
月
10
日
㈰
正
午
〜

定
員
●
先
着
20
人

参
加
料
●
１
，５
０
０
円
（
当
日
集
金
）

2
持
ち
込
み
出
品
部
門

　

寄
せ
植
え
、
ア
レ
ン
ジ
、
コ
サ
ー
ジ
ュ

な
ど
、
深
谷
の
花
を
使
用
し
た
作
品
を
募

集
し
ま
す
。

規
格
●
縦
横
50
㎝
程
度

提
出
●
３
月
９
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午

展
示
●
３
月
９
日
㈯
正
午
〜
10
日
㈰
正
午

作
品
返
却
●
３
月
10
日
㈰
正
午
〜

出
品
料
●
無
料
（
花
材
は
出
品
者
負
担
）

も
く
せ
い
館
天
体
観
望
会

〜
冬
の
星
座
を
見
る
〜

あ
も
く
せ
い
館（
う
５
８
３
‐
７
７
３
３
）

と
き
●
２
月
16
日
㈯
午
後
６
時
30
分
〜

（
雨
天
・
曇
天
の
場
合
は
23
日
㈯
）

と
こ
ろ
●
も
く
せ
い
館
天
体
観
測
室

い
当
日
会
場
で
受
け
付
け
ま
す
（
小
・
中

学
生
は
保
護
者
同
伴
）。

あ
ぃ
ん

『
お
ひ
な
さ
ま 

い
ろ
い
ろ
展
』

あ
あ
ぃ
ん
（
う
５
７
５
‐
３
４
２
２
）

と
き
●
２
月
28
日
㈭
ま
で

内
容
●
つ
る
し
び
な
ほ
か
、
ひ
な
祭
り
に

ち
な
ん
だ
多
様
な
作
品
展

中
山
道
深
谷
宿
本
舗
か
ら
の
お
知
ら
せ

あ
中
山
道
深
谷
宿じ

ゅ
く

本
舗
（
う
５
７
５
‐
０

０
８
８
）

油
彩
標
本
展

と
き
●
２
月
14
日
㈭
ま
で

出
展
●
内な

い

藤と
う

千ち

春は
る

さ
ん

内
容
●
虫
と
動
物
の
標
本
を
油
彩
で
表
現

し
た
作
品
展

ら
処
理
の
流
れ
を
学
び
ま
す
。

定
員
●
先
着
18
人

県
内
市
町
村
職
員
採
用
情
報
フ
ォ
ー

ラ
ム

あ
彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り
広
域
連
合

（
う
０
４
８
‐
６
６
４
‐
６
６
８
１
・
か

『
埼
玉
ワ
ー
ク
ス
』
で
検
索
）

と
き
●
２
月
19
日
㈫
午
後
１
時
〜
４
時

（
開
場
＝
午
後
０
時
30
分
）

と
こ
ろ
●
埼
玉
会
館
大
ホ
ー
ル

内
容
●
講
演
、
市
町
村
職
員
（
事
務
系
）

に
よ
る
経
験
談
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど

定
員
●
先
着
１
，０
０
０
人

い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

埼
玉
県
地
震
対
策
セ
ミ
ナ
ー

あ
県
地
震
対
策
セ
ミ
ナ
ー
実
行
委
員
会
事

務
局
（
県
危
機
管
理
課
内
・
う
０
４
８
‐

８
３
０
‐
８
１
４
１
）

と
き
●
２
月
14
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

と
こ
ろ
●
埼
玉
会
館
大
ホ
ー
ル

内
容
●
講
演
（『
未
来
へ
語
り
継
ぐ
陸
前
高

田
‐
大
震
災
の
体
験
と
教
訓
に
つ
い
て
』、

『
首
都
直
下
地
震
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て
‐

東
日
本
大
震
災
を
受
け
た
新
し
い
考
え

方
』
）
と
防
災
関
連
企
業
の
資
料
展
示
な
ど

定
員
●
先
着
１
，３
０
０
人

彩
の
国
い
き
が
い
大
学

〜
熊
谷
学
園
・
東
松
山
学
園
〜

あ
㈶
い
き
い
き
埼
玉
高
齢
者
い
き
が
い
支

援
担
当
（
う
０
４
８
‐
７
２
８
‐
７
９
５

１
）、
熊
谷
学
園
（
う
５
９
８
‐
３
８
３

１
）、
東
松
山
学
園
（
う
０
４
９
３
‐
22

‐
０
２
９
５
）

　

彩
の
国
い
き
が
い
大
学
で
は
、
熊
谷
学

園
・
東
松
山
学
園
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま

い
２
月
８
日
㈮
午
前
９
時
か
ら
問
い
合
わ

せ
先
へ

渋
沢
栄
一
翁
に
触
れ
る
講
演
会

『
新
時
代
を
切
り
開
く
渋
沢
栄
一
』

あ
渋
沢
栄
一
記
念
館
（
う
５
８
７
‐
１
１

０
０
）

と
き
●
２
月
17
日
㈰
受
付
＝
午
後
０
時
30

分
〜
、
開
演
＝
午
後
１
時

と
こ
ろ
●
渋
沢
栄
一
記
念
館
研
修
室

定
員
●
先
着
１
０
０
人

講
師
●
島し

ま

田だ

昌ま
さ

和か
ず

氏
（
文
京
学
院
大
学
経

営
学
部
教
授
）

第
３
回
認
知
症
家
族
を
抱
え
る
介

護
者
教
室

あ
長
寿
福
祉
課（
う
５
７
４
‐
８
５
４
４
）、

岡
部
福
祉
係
（
う
５
８
５
‐
２
２
１
４
）、

川
本
福
祉
係
（
う
５
８
３
‐
２
５
３
２
）、

花
園
福
祉
係
（
う
５
８
４
‐
１
１
２
３
）

対
象
●
市
内
在
住
で
、
認
知
症
の
家
族
を

自
宅
で
介
護
し
て
い
る
か
た

と
き
●
２
月
27
日
㈬
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ
●
深
谷
公
民
館
小
会
議
室

内
容
●
最
近
困
っ
た
症
状
や
そ
の
対
応
に

つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
話
し
合

い
ま
す
。

定
員
●
20
人

い
２
月
22
日
㈮
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
へ

パ
ソ
コ
ン
農
業
簿
記
研
修

あ
い
深
谷
市
担
い
手
育
成
協
議
会
（
農
業

振
興
課
内
・
う
５
７
４
‐
６
６
４
８
）

対
象
●
市
内
農
業
者

と
き
●
２
月
12
日
㈫
・
20
日
㈬
午
後
５
時

〜
８
時

と
こ
ろ
●
深
谷
公
民
館
Ｉ
Ｔ
ル
ー
ム

内
容
●
経
営
の
改
善
を
目
的
と
し
た
研
修

で
、
ソ
リ
マ
チ
農
業
簿
記
の
基
本
操
作
か

旬な情報を配信中♪一度読んだらクセになる深谷ねぎっこブログ（か『深谷ねぎっこ』で検索）

す
。
本
学
で
は
、
学
習
や
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど

を
通
じ
て
仲
間
づ
く
り
を
行
う
と
と
も
に
、

卒
業
後
は
地
域
活
動
な
ど
で
活
躍
し
て
い
た

だ
き
、
社
会
参
加
に
よ
る
生
き
が
い
を
高
め

て
い
く
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

対
象
●
県
内
在
住
で
昭
和
28
年
４
月
1
日

以
前
に
生
ま
れ
た
か
た

い
２
月
28
日
㈭
ま
で
に
、
募
集
案
内
を
入

手
し
所
定
の
申
込
書
に
記
入
の
上
、
問
い

合
わ
せ
先
へ

※
募
集
案
内
は
、
長
寿
福
祉
課
で
配
布
し

て
い
ま
す
。

詩
吟
講
座

あ
深
谷
吟
詠
会
・
黒く

ろ

沢さ
わ

さ
ん
（
う
５
７

１
‐
０
７
９
０
）

と
き
●
３
月
５
日
〜
26
日
ま
で
の
毎
週
火

曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ
●
深
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

参
加
料
●
５
０
０
円

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
コ
ン
テ
ス
ト

あ
い
農
業
振
興
課（
う
５
７
４
‐
６
６
４
８
）

　

３
月
９
日
㈯
・
10
日
㈰
に
、
ア
リ
オ
深

谷
１
階
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト
で
開
催
す
る

『
第
43
回
深
谷
市
花
の
展
覧
会
in
ア
リ
オ

深
谷
』内
で
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　

来
場
者
の
投
票
に
よ
り
、
上
位
者
に
は

賞
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

1
手
ぶ
ら
で
ア
レ
ン
ジ
部
門

　

講
師
の
指
導
の
下
、
独
自
性
あ
ふ
れ
る

作
品
を
作
り
ま
す
。

と
き
●
３
月
９
日
㈯
午
後
２
時
〜
（
１
時

間
程
度
）

応
募
資
格
●
県
内
在
住
か
在
勤
・
在
学
で

15
歳
以
上
の
か
た
（
中
学
生
を
除
く
）

と
こ
ろ
●
県
立
近
代
美
術
館

出
品
部
門
●
日
本
画
（
水
墨
画
を
含
む
）、

洋
画
（
版
画
を
含
む
）、
彫
刻
、
工
芸
、
書

（
篆て

ん

刻
・
刻
字
を
含
む
）、
写
真
の
６
部
門

開
催
要
項
・
申
込
書
●
問
い
合
わ
せ
先
ま

た
は
生
涯
学
習
課
、
公
民
館
、
図
書
館
、

文
化
会
館
に
あ
る
ほ
か
、
県
展
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。
ま
た
、

郵
送
希
望
の
場
合
は
、
90
円
切
手
を
貼
っ

た
返
信
用
封
筒
（
定
型
サ
イ
ズ
で
、
縦

23
・
５
㎝
×
横
12
㎝
以
内
）を
同
封
の
上
、

問
い
合
わ
せ
先
へ

埼
玉
っ
子
に
温
か
い
家
庭
を

〜
里
親
子
を
知
る
た
め
の
集
い
〜

あ
㈳
埼
玉
県
里
親
会
（
う
０
４
８
‐
７
７

９
‐
７
２
０
０
・
え
０
４
８
‐
７
７
９

‐
７
２
０
２
・
か
『
埼
玉
県
里
親
会
』
で

検
索
）、
県
こ
ど
も
安
全
課
（
う
０
４
８

‐
８
３
０
‐
３
３
３
５
）

と
き
●
３
月
16
日
㈯
午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ
●
さ
い
た
ま
市
民
会
館
お
お
み
や

小
ホ
ー
ル

内
容
●
里
親
と
元
里
子
に
よ
る
体
験
発
表

と
意
見
交
換
、
里
親
制
度
と
社
会
的
養
護

に
関
す
る
講
演
会
（
講
師
＝
森も

り

和か
ず

子こ

氏
）

※
保
育
あ
り
（
先
着
20
人
）

い
３
月
８
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
・
フ
ァ
ク

ス
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
か
ら
㈳
埼
玉
県
里
親
会
へ

介
護
者
の
つ
ど
い

あ
介
護
保
険
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
深
谷
・
森も

り

田た

さ
ん
（
う
５
７
１
‐
０
７
５
７
）

と
き
・
と
こ
ろ
●

①
２
月
13
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
･

春
を
呼
ぶ
布
小
物
展

と
き
●
２
月
15
日
㈮
〜
25
日
㈪

出
展
●
大お

お

澤さ
わ

一か
ず

江え

さ
ん

内
容
●
手
縫
い
の
つ
る
し
び
な
飾
り
と
ミ

ニ
ひ
な
約
50
点
の
展
示

障
害
者
親
子
の
集
い
バ
ス
ハ
イ
ク

あ
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
う
５
７
３
‐
６

５
６
１
）

対
象
●
市
内
在
住
の
障
害
児
（
高
校
３
年

生
ま
で
）
と
そ
の
保
護
者
な
ど

と
き
●
３
月
９
日
㈯

と
こ
ろ
●
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

定
員
●
先
着
40
人

参
加
料
●
親
子
２
人
で
２
，０
０
０
円（
１

人
増
す
ご
と
に
１
，０
０
０
円
追
加
）

※
パ
ス
ポ
ー
ト
代
は
自
己
負
担
（
大
人
＝

６
，２
０
０
円
、
中
学
生
・
高
校
生
＝
４
，

３
０
０
円
、
４
歳
〜
小
学
生
＝
４
，１
０

０
円
、
４
歳
未
満
＝
無
料
）

い
２
月
４
日
㈪
午
前
８
時
30
分
か
ら
、
身

体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
保
健

福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
上
、
参
加
料
と
パ

ス
ポ
ー
ト
代
を
問
い
合
わ
せ
先
へ

文
化
・
芸
能
の
つ
ど
い
＆
趣
味
の
文

化
作
品
展

あ
深
谷
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

（
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
・
う
５
７
３
‐

６
５
６
３
）

と
き
●
２
月
22
日
㈮
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ
●
深
谷
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー

ル
・
展
示
室

第
63
回
埼
玉
県
美
術
展
覧
会

あ
県
生
涯
学
習
文
化
財
課
（
う
０
４
８
‐

８
３
０
‐
６
９
２
１
・
〠
３
３
０
‐
９
３
０

１
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
３
‐
15
‐
１
）

　

東
日
本
大
震
災
で
感
じ
た
こ
と

　

何
不
自
由
な
く
生
活
し
て
き
た
私
は
人

権
に
つ
い
て
何
も
深
く
考
え
て
い
な
か
っ
た
。

二
〇
一一
年
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災

ま
で
は
…
…
。

　

私
は
そ
の
日
、
小
学
校
で
卒
業
を
前
に

奉
仕
活
動
で
そ
う
じ
を
し
て
い
た
。

「
あ
れ
？
地
震
か
な
。」
こ
れ
ま
で
体
験
し
た

こ
と
の
な
い
よ
う
な
す
さ
ま
じ
い
揺
れ
だ
っ

た
。
ほ
ん
の
数
分
の
間
に
、
私
は
生
ま
れ
て

初
め
て
考
え
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。

　

そ
の
う
ち
の
一
つ
が
、
地
震
の
脅
威
は
も

の
す
ご
い
と
い
う
こ
と
。
日
本
は
地
震
多

発
国
だ
が
、
私
が
生
き
て
き
た
中
で
地
震

が
お
そ
ろ
し
い
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
ま
り
な

か
っ
た
。
そ
の
た
め
地
震
に
対
し
て
の
考
え

が
甘
か
っ
た
。こ
の
こ
と
は
私
だ
け
で
な
く
、

日
本
全
体
に
い
え
る
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

そ
う
考
え
る
理
由
は
、
福
島
第
一
原
発
で

の
事
故
だ
。
こ
の
事
故
が
き
っ
か
け
で
苦
し

ん
で
い
る
人
々
が
今
な
お
日
本
中
に
た
く
さ

ん
い
る
。

　

私
が
一
番
許
せ
な
い
と
思
っ
た
こ
と
は
、

避
難
先
で
の
い
じ
め
だ
。
原
発
の
近
く
に

住
ん
で
い
た
か
ら
と
い
っ
て
い
じ
め
ら
れ
る

な
ん
て
、
意
味
が
わ
か
ら
な
い
。
人
権
は
、

生
ま
れ
な
が
ら
に
一
人
一
人
が
持
っ
て
い
る

権
利
だ
。
そ
の
権
利
を
侵
害
す
る
事
は
誰

に
も
出
来
な
い
。
だ
が
、
こ
ん
な
ふ
う
に
い

じ
め
や
差
別
な
ど
で
人
権
を
侵
害
さ
れ
て

い
る
人
々
が
世
の
中
に
は
た
く
さ
ん
い
る
。

震
災
の
影
響
で
人
権
を
侵
害
さ
れ
た
人
が

増
え
た
そ
う
だ
。

　

震
災
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
み
ん
な
で
助
け

合
い
、
お
互
い
を
思
い
や
る
べ
き
だ
と
思
う
。

　

こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
起
こ
る

と
思
う
。
だ
が
、
思
い
や
り
や
助
け
合
い
で

解
決
で
き
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

私
は
、
こ
の
地
震
で
改
め
て
見
直
し
た

こ
と
が
三
つ
あ
る
。

　

ま
ず
一
つ
目
は
、
家
族
の
大
切
さ
だ
。

地
震
で
家
族
が
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た
と

き
、
一
人
一
人
の
心
の
中
に
か
け
が
え
の
な

い
家
族
へ
の
思
い
が
、
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
に

あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

二
つ
目
は
、
地
震
に
対
し
て
の
考
え
の
甘

さ
だ
。
も
っ
と
地
震
に
対
し
て
知
り
、
み
ん

な
で
話
し
合
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
た
。

　

三
つ
目
は
、
思
い
や
り
の
大
切
さ
だ
。

私
は
、
思
い
や
り
は
本
当
に
大
切
で
、
生

き
て
い
く
中
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ

と
思
う
。
だ
が
、
極
限
状
態
に
な
る
と
人

は
思
い
や
り
を
忘
れ
て
し
ま
う
の
か
な
、
と

思
っ
た
。
私
は
常
に
思
い
や
り
を
忘
れ
ず
に

生
き
て
い
き
た
い
。

　

私
は
、
こ
の
地
震
で
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
学
ん
だ
。
人
権
に
つ
い
て
も
何
も
深
く

考
え
て
い
な
か
っ
た
自
分
が
、
人
権
や
思
い

や
り
に
つ
い
て
考
え
た
り
成
長
し
た
り
で
き

た
と
思
う
。
地
震
に
対
し
て
の
考
え
が
甘

い
点
に
つ
い
て
は
、
自
分
自
身
、
こ
れ
か
ら

も
対
策
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
う
し
、

今
回
の
よ
う
な
震
災
が
あ
っ
て
も
犠
牲
者

が
ゼ
ロ
に
な
る
よ
う
な
日
本
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
願
う
。
一
人
一
人
の
命
を
大
切
に
す
る

こ
と
が
、
人
権
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る

と
私
は
考
え
て
い
る
。

豊里中学校2年
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か わ
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深
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

②
２
月
20
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分
・
福
祉
事
業
所
だ
ん
ら
ん

③
２
月
16
日
㈯
午
前
11
時
〜
午
後
３
時
・

さ
い
た
ま
コ
ー
プ
プ
ラ
ザ
深
谷

※
②
は
参
加
料
２
０
０
円

内
容
●
家
族
の
介
護
で
悩
み
を
持
つ
人
た

ち
と
の
交
流

第
35
回
深
谷
市
美
術
家
協
会
展

あ
深
谷
市
美
術
家
協
会
・
山や

ま

田だ

さ
ん
（
う

５
７
３
‐
７
４
７
４
）

出
品
資
格
●
市
内
在
住
か
在
勤
・
在
学
ま

た
は
活
動
の
主
体
が
市
内
に
あ
る
高
校
生

以
上
の
か
た
お
よ
び
会
員

と
き
●
３
月
８
日
㈮
〜
10
日
㈰
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
５
時（
10
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

と
こ
ろ
●
深
谷
市
民
体
育
館

規
定
●
絵
画
＝
50
号
以
下
で
額
装
、
書
＝

半は
ん

切せ
つ

以
下
で
縦
書
き
に
統
一
、
写
真
＝
全

紙
に
統
一
（
ガ
ラ
ス
は
不
可
・
ア
ク
リ
ル

は
可
・
Ａ
３
ノ
ビ
も
可
）、
刻
書
・
工
芸

＝
特
に
な
し

※
１
人
１
点
と
し
、
２
部
門
ま
で

出
品
料
●
２
，０
０
０
円

搬
入
・
搬
出
●
３
月
７
日
㈭
午
後
５
時
〜

６
時
・
３
月
10
日
㈰
午
後
４
時
〜
５
時

い
２
月
27
日
㈬
ま
で
に
公
民
館
ま
た
は

協
会
理
事
へ

※
要
項
・
出
品
票
は
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

あ
っ
た
か
村

あ
あ
っ
た
か
村
・
鈴す

ず

木き

さ
ん
（
う
え
５
７

２
‐
３
０
１
３
）、
木き

部べ

さ
ん
（
う
５
７

０
‐
１
８
７
６
）

と
き
●
開
村
日
＝
毎
週
月
・
木
曜
日
（
２

月
11
日
㈷
を
除
く
）、
囲
碁
ク
ラ
ブ
＝
２
月

８
日
㈮
・
22
日
㈮
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

定
員
●
開
村
日
＝
先
着
20
〜
25
人
程
度
、

囲
碁
ク
ラ
ブ
＝
先
着
10
人
程
度

参
加
料
●
開
村
日
＝
利
用
者
8
0
0
円
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
５
０
０
円
、
囲
碁
ク
ラ
ブ

＝
２
０
０
円

い
前
日
ま
で
に
、
開
村
日
は
鈴
木
さ
ん
、

囲
碁
ク
ラ
ブ
は
木
部
さ
ん
へ

第
３
回
ふ
か
や
音
楽
フ
ェ
ス
タ

あ
深
谷
市
音
楽
連
絡
協
議
会
（
う
５
８
３

‐
３
３
２
２
・
か『
深
谷
音
楽
』で
検
索
）

　

吹
奏
楽
の
演
奏
で
『
花
は
咲
く
〜
Ｎ
Ｈ

Ｋ
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
ソ
ン
グ
〜
』

を
一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
？

対
象
●
５
月
18
日
㈯
夜
の
リ
ハ
ー
サ
ル
と

本
番
に
参
加
で
き
る
か
た

と
き
●
５
月
19
日
㈰
開
場
＝
午
前
11
時
30

分
、
開
演
＝
正
午
（
予
定
）

と
こ
ろ
●
深
谷
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

い
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
を
記
入
の
上
、

近こ
ん

藤ど
う

さ
ん
（
〠
３
６
６
‐
０
０
５
１
上
柴

町
東
１
‐
３
‐
15
・
おsachi.kondo@

gm
ail.com

）へ
。ま
た
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
募
集
要
項
を
入
手
し
記
入
の
上
、

郵
送
・
メ
ー
ル
で
近
藤
さ
ん
へ

被
災
者
向
け
巡
回
就
職
相
談
会

日
程
変
更

あ
商
工
振
興
課（
う
５
７
４
‐
６
６
５
０
）

　

広
報
ふ
か
や
１
月
号
17
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
し
た
日
程
が
、
次
の
通
り
、
変
更
と

な
り
ま
し
た
。

対
象
●
福
島
県
内
で
働
き
た
い
か
た
、
福

島
県
の
情
報
を
収
集
し
た
い
か
た

と
き
●
２
月
26
日
㈫
午
後
１
時
〜
５
時

（
受
付
＝
午
後
４
時
ま
で
）

※
３
月
は
開
催
し
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
●
キ
ラ
ラ
上
柴

い
ふ
く
し
ま
就
職
応
援
セ
ン
タ
ー
（
う
０

２
４
‐
９
２
５
‐
０
８
１
１
）

交
通
遺
児
就
学
支
度
金

あ
こ
ど
も
青
少
年
課
（ 

う
５
７
４
‐
６
６

４
６
）

　
４
月
に
小
・
中
学
校
に
入
学
す
る
交
通

遺
児
（
交
通
事
故
で
、
父
ま
た
は
母
を
亡

く
し
た
児
童
）を
養
育
し
て
い
る
か
た
に
、

交
通
遺
児
就
学
支
度
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
額
●
遺
児
１
人
＝
１
０
，０
０
０
円

※
３
月
中
に
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

い
２
月
28
日
㈭
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
へ

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
総
合
支
所
で
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

大
学
な
ど
の
入
学
融
資
利
子
の
一
部

を
補
助
し
ま
す

あ
教
育
総
務
課（
う
５
７
４
‐
５
８
１
１
）

　

市
で
は
、
大
学
な
ど
へ
の
入
学
に
要
す

る
資
金
の
融
資
に
対
し
て
、
そ
の
返
済
利

子
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

い
深
谷
市
大
学
等
入
学
資
金
融
資
制
度

（
埼
玉
り
そ
な
銀
行
深
谷
支
店
提
携
）
は

４
月
25
日
㈭
ま
で
に
、
教
育
資
金
利
子
補

給
金
制
度
（
日
本
政
策
金
融
公
庫
融
資
対

象
者
）
は
２
月
28
日
㈭
ま
で
に
問
い
合
わ

せ
先
へ

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
は
禁
止
で
す

あ
環
境
課
（ 
う
５
８
５
‐
５
１
５
０
）

　

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
は
、
快
適
な
生
活
環

境
を
損
ね
る
だ
け
で
な
く
、
道
端
や
田
畑

に
投
げ
捨
て
ら
れ
た
空
き
缶
・
空
き
瓶
な

ど
に
よ
り
、
農
作
業
の
際
、
け
が
を
す
る

危
険
性
も
あ
り
ま
す
。

　

ご
み
の
適
正
な
処
理
と
ま
ち
の
環
境
美

化
に
つ
い
て
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

公
共
下
水
道
に
接
続
し
ま
し
ょ
う

あ
下
水
道
課
（
う
５
７
２
‐
８
６
３
３
）

　

す
で
に
下
水
道
管
の
工
事
が
完
了
し
て

い
る
地
域
は
、
公
共
下
水
道
へ
の
切
り
替

え
が
必
要
で
す
。

　

公
共
下
水
道
へ
接
続
し
て
い
た
だ
く

と
、
汚
水
が
道
路
の
側
溝
な
ど
に
流
れ
な

く
な
り
、嫌
な
に
お
い
も
抑
え
ら
れ
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
に
は
、
市
下
水

道
指
定
工
事
店
の
登
録
業
者
で
な
け
れ
ば

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

お
願
い
●
タ
オ
ル
、
下
着
、
野
菜
く
ず
、

残
飯
、
天
ぷ
ら
油
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー
、
生
理
用
品
、
紙
お
む
つ
な
ど
は
、

管
が
詰
ま
る
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
流
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ガ
ソ
リ
ン
や

シ
ン
ナ
ー
な
ど
は
気
化
し
て
爆
発
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
流
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

雪
の
南
魚
沼
市
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

ま
せ
ん
か

あ
六
日
町
観
光
協
会
（
う
０
２
５
‐
７
７

０
‐
１
１
７
３
・
か
『
六
日
町
観
光
』
で

検
索
）

　

友
好
都
市
・
南
魚
沼
市
の
六
日
町
観
光

協
会
で
は
、
深
谷
市
民
限
定
の
六
日
町
温

泉
プ
ラ
ン（
宿
泊
プ
ラ
ン
）が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
を
使
っ
て
、
ス
キ
ー
や
温

泉
、
新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
な
ど
の
グ
ル
メ
で

南
魚
沼
の
冬
を
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
２
月
９
日
㈯
・
10
日
㈰
に
は
、
毎

年
恒
例
の
南
魚
沼
市
雪
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
雪
の
南
魚
沼
市
へ

足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
六
日
町
温
泉

プ
ラ
ン
の
ほ
か
、
ス
キ
ー
宿
泊
プ
ラ
ン
、

雪
見
宿
泊
プ
ラ
ン
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

看
護
学
校
入
学
試
験
の
出
願
受
け

付
け

あ
深
谷
大
里
看
護
専
門
学
校
（
う
５
８
７

‐
１
３
７
０
・
か
『
大
里
看
護
』
で
検
索
）

　

深
谷
大
里
看
護
専
門
学
校
で
は
、
一
般

入
試
・
社
会
人
入
試
の
出
願
を
受
け
付
け

ま
す
。

受
付
期
間
●
２
月
８
日
㈮
〜
３
月
４
日
㈪

受
験
日
●
３
月
８
日
㈮

だ
ま
さ
れ
な
い
で
！
危
な
い
勧
誘

あ
関
東
財
務
局
無
登
録
業
者
担
当
（
う
０

４
８
‐
６
１
３
‐
３
９
５
２
）

　

関
東
財
務
局
で
は
、
高
齢
者
を
中
心
に

急
増
し
て
い
る
悪
質
な
業
者
に
よ
る
未
公

開
株
や
社
債
、
フ
ァ
ン
ド
な
ど
の
投
資
勧

誘
被
害
に
つ
い
て
、
相
談
窓
口
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
独
り
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

受
け
付
け
●
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

合
同
就
職
面
接
会

と
き
●
２
月
25
日
㈪
午
後
１
時
〜
４
時

（
受
付
＝
午
後
０
時
10
分
）

と
こ
ろ
●
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
地
下
展

示
場

1
大
学
等
卒
業
予
定
者
就
職
面
接
会

あ
埼
玉
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
う

０
４
８
‐
６
５
０
‐
２
２
３
４
）、ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
熊
谷
（
う
５
２
２
‐
５
６
５
６
）

対
象
●
平
成
25
年
３
月
大
学
（
院
）・
短

大
・
高
専
・
専
門
学
校
な
ど
の
卒
業
予
定

者
（
既
卒
３
年
以
内
も
可
）

2
福
祉
の
仕
事
就
職
面
接
会

あ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
宮
福
祉
人
材
コ
ー

ナ
ー（
う
０
４
８
‐
６
６
７
‐
８
６
０
９
）

対
象
●
福
祉
・
医
療
系
事
業
所
へ
の
就

職
希
望
者
（
新
卒
者
も
可
）

※
参
加
企
業
な
ど
、
詳
し
い
情
報
は
埼
玉
労

働
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

パ
ー
ト
で
働
く
か
た
の
相
談
受
け
付
け

あ
埼
玉
労
働
局
雇
用
均
等
室
（
う
０
４
８

‐
６
０
０
‐
６
２
１
０
）

　

会
社
か
ら
昇
給
・
退
職
手
当
・
賞
与
の

有
無
を
知
ら
さ
れ
な
い
、
正
社
員
に
し
て

ほ
し
い
、
賃
金
が
○
○
○
円
で
あ
る
理
由

を
知
り
た
い
…
。
そ
ん
な
と
き
は
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

飼
育
動
物
の
頭
羽
数
の
報
告
が
義

務
化
に

あ
熊
谷
家
畜
保
健
衛
生
所
（
う
５
２
１
‐

１
２
７
４
・
え
５
２
６
‐
１
０
６
３
・
〠

３
６
０
‐
０
８
１
３
熊
谷
市
円
光
１
‐
８

‐
30
･
か
『
熊
谷
家
畜
』
で
検
索
）

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
で
、
犬
・
猫
・
ウ

サ
ギ
・
イ
ン
コ
な
ど
を
除
く
飼
育
動
物
の

頭
羽
数
を
報
告
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

報
告
が
必
要
な
動
物
（
１
頭
羽
か
ら
）
●

牛
、
水
牛
、
馬
、
豚
、
ミ
ニ
豚
、
イ
ノ
シ

シ
、
綿
羊
、
ヤ
ギ
、
鹿
、
鶏
、
ウ
ズ
ラ
、

ア
ヒ
ル
、
ア
イ
ガ
モ
、
キ
ジ
、
ダ
チ
ョ
ウ
、

ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
、
七
面
鳥

報
告
方
法
●
所
定
の
報
告
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
フ
ァ
ク
ス
・
郵
送
で
問
い

合
わ
せ
先
へ

※
報
告
書
は
問
い
合
わ
せ
先
の
ほ
か
、
農

業
振
興
課
で
入
手
で
き
ま
す
。

市
民
ゴ
ル
フ
大
会

あ
市
ゴ
ル
フ
連
盟
・
杉す

ぎ

山や
ま

さ
ん
（
う
０
９

０
‐
３
２
１
３
‐
８
６
６
８
）

対
象
●
市
内
在
住
か
在
勤
お
よ
び
連
盟
加

入
ク
ラ
ブ
所
属
者

と
き
●
４
月
10
日
㈬

と
こ
ろ
●
群
馬
県
営
上
武
ゴ
ル
フ
場

種
目
●
個
人
戦
、
団
体
戦
（
１
チ
ー
ム
＝

４
人
）

定
員
●
先
着
２
０
０
人

参
加
料
●
１
人
＝
３
，０
０
０
円
、１
チ
ー

ム
＝
１
２
，０
０
０
円

※
プ
レ
ー
費
１
人
＝
５
，９
３
０
円
（
65

歳
以
上
は
５
，０
２
０
円
、
70
歳
以
上
は

４
，７
０
０
円
）
は
別
途
負
担
（
食
事
・

カ
ー
ト
代
を
含
む
）

い
２
月
12
日
㈫
か
ら
市
体
協
事
務
局
（
生

涯
学
習
課
内
・
う
５
７
２
‐
９
５
８
１
）

ま
た
は
問
い
合
わ
せ
先
へ

春
季
テ
ニ
ス
講
習
会

あ
市
テ
ニ
ス
協
会
事
務
局
（
ハ
タ
ヤ
ス

ポ
ー
ツ
・
う
５
７
１
‐
０
５
６
３
）

対
象
●
小
学
生
以
上
の
市
内
在
住
か
在

勤
・
在
学
者
お
よ
び
協
会
会
員

と
き
●
３
月
16
日
〜
31
日
ま
で
の
毎
週

土
・
日
曜
日（
全
６
回
）午
前
９
時
〜
11
時

と
こ
ろ
●
仙
元
山
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

定
員
●
一
般
＝
先
着
60
人
、
小
学
生
＝
先

着
30
人

参
加
料
●
３
，０
０
０
円（
保
険
料
を
含
む
）

い
３
月
11
日
㈪
正
午
ま
で
に
市
体
協
事

務
局
（
生
涯
学
習
課
内
・
う
５
７
２
‐
９

５
８
１
）
ま
た
は
問
い
合
わ
せ
先
へ

※
未
成
年
者
の
申
し
込
み
に
は
、
保
護
者

の
承
諾
印
が
必
要
で
す
。

平
成
25
年
度
深
谷
市
野
球
連
盟
登
録
・

総
会

あ
市
野
球
連
盟
・
須す

藤と
う

さ
ん
（
う
０
９
０

‐
３
２
０
１
‐
８
０
１
２
）

　

平
成
25
年
度
各
種
大
会
（
市
民
大
会
を

除
く
）
に
出
場
す
る
に
は
、
連
盟
登
録
が

必
要
で
す
。

い
新
規
登
録
を
希
望
す
る
チ
ー
ム
は
、
２

月
15
日
㈮
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
へ

総
会
・
抽
選
会

と
き
●
３
月
２
日
㈯
受
付
＝
午
後
５
時

〜
、
開
会
＝
午
後
６
時

と
こ
ろ
●
埼
玉
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
深
谷

平
成
25
年
度
深
谷
市
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
連
盟
登
録
・
大
会

あ
市
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
・
渋し

ぶ

沢さ
わ

さ
ん
（
う
０
９
０
‐
２
４
０
４
‐
５
７

８
４
）

登
録
料
●
１
人
＝
年
間
４
０
０
円

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

対
象
●
市
内
在
住
か
在
勤
者
お
よ
び
連
盟

登
録
者

と
き
●
４
月
14
日
㈰
受
付
＝
午
前
８
時
30

分
〜

と
こ
ろ
●
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル

種
目
●
一
般
の
部（
男
女
混
合
チ
ー
ム
で
、

コ
ー
ト
内
に
女
性
２
人
以
上
）、レ
デ
ィ
ー

ス
の
部
（
女
性
の
み
）、
シ
ニ
ア
の
部

（
40
歳
以
上
の
男
女
混
合
チ
ー
ム
で
、コ
ー

ト
内
に
女
性
２
人
以
上
）

参
加
料
●
１
チ
ー
ム
＝
４
，０
０
０
円
、

連
盟
登
録
チ
ー
ム
＝
２
，５
０
０
円
（
保

険
料
は
含
ま
な
い
）

い
３
月
９
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
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ほ と 信通 ー 障 害 者 施 設 の ご 紹 介 ーっ

パソコン教室

防災行政無線放送の内容は、テレホンサービス（☎ 0180 ‐ 99 ‐ 4431）でもご確認いただけます。

に
、
参
加
料
・
登
録
料
を
お
持
ち
の
上
、

深
谷
公
民
館
小
会
議
室
へ

※
大
会
の
申
し
込
み
は
、
３
月
15
日
㈮
ま

で
市
体
協
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
・
う

５
７
２
‐
９
５
８
１
）で
も
受
け
付
け
ま
す
。

社
交
ダ
ン
ス
講
習
会
・
パ
ー
テ
ィ
ー

あ
い
深
谷
社
交
ダ
ン
ス
連
盟
・
丸ま

る

岡お
か

さ
ん

（
う
５
７
３
‐
１
２
６
７
）、
森も

り

さ
ん
（
う

５
７
５
‐
２
４
９
３
）

1
初
心
者
３
か
月
基
本
講
習
会

と
き
●
３
月
７
日
〜
５
月
30
日
ま
で
の
毎

週
木
曜
日
（
全
13
回
）
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

と
こ
ろ
●
キ
ラ
ラ
上
柴
体
育
室

内
容
●
ブ
ル
ー
ス
、
マ
ン
ボ
、
ジ
ル
バ
、

ワ
ル
ツ

参
加
料
●
３
，０
０
０
円

2
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

と
き
●
３
月
10
日
㈰
午
後
６
時
30
分
〜
９

時
15
分

と
こ
ろ
●
キ
ラ
ラ
上
柴
体
育
室

参
加
料
●
前
売
り
＝
１
，０
０
０
円
、
当

日
＝
１
，５
０
０
円

*

第
５
回「
手
紙
で
つ
む
ぐ『
あ
り
が
と

う
』の
思
い
」結
果
発
表

あ
学
校
教
育
課
（
う
５
７
２
‐
９
５
７
８
）

最
優
秀
賞
・
小
学
校
低
学
年
の
部

『
お
と
う
さ
ん
へ
』
吉よ

し

橋は
し

沙さ

亜あ

耶や

（
常
盤

小
学
校
２
年
）

最
優
秀
賞
・
小
学
校
高
学
年
の
部

『
も
う
す
ぐ
生
ま
れ
る
妹
へ
』
藤ふ

じ

田た

萌も

も々

香か

（
深
谷
西
小
学
校
４
年
）

最
優
秀
賞
・
中
学
生
の
部

『
家
族
の
み
ん
な
へ
』
金か

な

谷や

実み

紅く

（
深
谷

中
学
校
１
年
）

最
優
秀
賞
・
一
般
の
部

『
父
親
へ
』
池い

け

田だ

享き
ょ
う

平へ
い

（
東
京
成
徳
大
学

深
谷
高
校
３
年
）

優
秀
賞
・
小
学
校
低
学
年
の
部

『
ぬ
け
た
ぼ
く
の
は
へ
』
石い

し

田だ

侑あ
る

羽ば

（
深

谷
小
学
校
１
年
）

『
お
お
す
み
マ
マ
へ
』
久く

保ぼ

寛ひ
ろ

恭ゆ
き

（
岡
部

西
小
学
校
１
年
）

優
秀
賞
・
小
学
校
高
学
年
の
部

『
自
分
へ
』
阿あ

弓ゆ
み

唯ゆ
う

人と

（
上
柴
東
小
学
校

６
年
）

『
渋
沢
栄
一
様
へ
』
江え

田だ

万ま

佑ゆ

莉り

（
花
園

小
学
校
６
年
）

優
秀
賞
・
中
学
生
の
部

『
一
緒
に
走
っ
て
く
れ
た
三
人
へ
』
金か

ね

子こ

未み

佳か

（
岡
部
中
学
校
１
年
）

『
先
輩
へ
』岩い

わ

田た

佳か

歩ほ

（
南
中
学
校
２
年
）

優
秀
賞
・
一
般
の
部

『
空
手
道
部
部
長　

島
田
く
ん
へ
』
本ほ

ん

間ま

涼り
ょ
う

介す
け

（
深
谷
第
一
高
校
３
年
）

『
ゴ
ミ
収
集
車
の
お
じ
さ
ん
二
人
へ
』
坂さ

か

本も
と

桃も
も

穂ほ

（
深
谷
第
一
高
校
３
年
）

『
が
ん
ば
っ
て
く
れ
る
主
人
へ
』
川か

わ

田た

竹た
け

子こ

（
中
瀬
）

※
敬
称
略

角
田
家
文
書
を
市
有
形
文
化
財
に

指
定

あ
生
涯
学
習
課（
う
５
７
２
‐
９
５
８
１
）

内
容
●
江
戸
時
代
に
後
榛
沢
村
の
名
主
を

務
め
た
角つ

の

田だ

家
に
残
る
古
文
書
で
す
。
検

地
や
年
貢
、
村
絵
図
な
ど
、
主
に
村
の
行

政
に
係
る
も
の
を
記
し
て
い
ま
す
。
江
戸

〜
明
治
時
代
に
か
け
て
の
地
域
の
様
子
を

伝
え
る
重
要
な
史
料
で
す
。

種
別
●
古
文
書

指
定
●
平
成
24
年
11
月
30
日

※
『
花
園
中
学
校
裏
サ
ギ
の
生
息
地
』
に

つ
い
て
は
、
同
日
付
で
指
定
解
除
と
な
り

ま
し
た
。

低
炭
素
建
築
物
新
築
等
計
画
の
認
定

あ
開
発
指
導
課（
う
５
７
４
‐
６
６
５
５
）

　

都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法

律
が
平
成
24
年
12
月
４
日
に
施
行
さ
れ
、

低
炭
素
建
築
物
を
認
定
す
る
制
度
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。

　

低
炭
素
建
築
物
新
築
等
計
画
の
認
定
を

受
け
よ
う
と
す
る
か
た
は
、
市
ま
た
は
県

へ
申
請
し
、
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

認
定
を
受
け
た
建
築
物
は
、
住
宅
ロ
ー

ン
減
税
な
ど
の
優
遇
や
容
積
率
緩
和
措
置

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

深
谷
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

あ
水
道
工
務
課（
う
５
７
４
‐
６
６
６
１
）

　

次
の
工
事
店
は
廃
止
の
届
け
出
に
よ
り

市
指
定
事
業
者
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

▪
清き

よ

澄す
み

興こ
う

業ぎ
ょ
う

（
深
谷
市
）

わ
ん
ぱ
く
ラ
ン
ド
の
営
業
時
間
変
更

あ
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル
（
う
５
７
２
‐

３
０
０
０
）

　

3
月
１
日
㈮
〜
６
月
30
日
㈰
ま
で
、
わ

ん
ぱ
く
ラ
ン
ド
の
営
業
時
間
は
、
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。ま
た
、

３
月
14
日
㈭
は
休
園
し
ま
す
。

平
成
24
年
度
埼
玉
県
最
低
賃
金

あ
埼
玉
労
働
局
賃
金
室
（
う
０
４
８
‐

６
０
０
‐
６
２
０
５
）

　

特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
が
改
定
さ

れ
、
平
成
24
年
12
月
１
日
か
ら
、
次
の
通

り
と
な
り
ま
し
た
。
埼
玉
県
最
低
賃
金
よ

り
も
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
が
優
先

さ
れ
ま
す
。

内容 時間額

埼玉県最低賃金（平成24年10月1日発効） 771円

特定（産業別）最低賃金（平成24年12月1日発効）

非鉄金属製造業 832円

電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器
具、情報通信機械器具製造業 836円

輸送用機械器具製造業 847円

光学機械器具・レンズ、時計・同部分品製造業 845円

各種商品小売業 802円

自動車小売業 847円

ところ 講座名 内容 とき（3月） 定員 参加料 対象

深谷公民館
☎ 571‐0506

パソコン入門 パソコンの起動、日本語の入力 5日㈫
6日㈬

午前9時～
11時45分

先着
18人

500円
（資料代）なし

インターネット
入門

ホームページの閲覧、お気に
入りへの登録など

18日㈪
19日㈫

先着
18人

500円
（資料代）

日本語入力ができる
かた

上柴公民館
☎ 572‐9001

季節を描こう⑷ チューリップを描く（word描画）
13日㈬
14日㈭

先着
20人

500円
（資料代）

パソコンの基本操作
ができるかた

アルバムを作ろう 写真とコメントを自由に配置したアルバムの作成
26日㈫
27日㈬

先着
20人

500円
（資料代）

パソコンの基本操作
ができるかた

■対象　市内在住か在勤で、各対象要件を満たすかた
い2月25日㈪から参加料を各公民館へ（受付＝平日の午前9時～午後5時15分）

■火曜日休館（3月22日㈮まで、大規模修繕のためプールは休館となっています）
■毎週日曜日に開催している無料園芸相談は、3月までお休みです。その間は、施設の花き振興担当職員にご相談ください。

行事名 とき・内容 備考

ラウンドフィットネス １回30分程度の運動で運動不足を解消
※その他、室内レッスン開催中！お問い合わせください。

ところ／2階ラウンドフィットネスルーム
参加料／１回＝一般300円、会員200円

植物をデジタルカメラ
で撮影する会 2月16日㈯午後１時30分～2時30分

対象／高校生以上
ところ／1階フラワーホスピタル
定員／15人

春の送別
プチ花束制作教室 3月2日㈯①午前11時～正午　②午後2時～3時

い2月18日㈪からパティオへ
対象／高校生以上
ところ／１階フラワーホスピタル
定員／各15人 

グリーンパーク・パティオ（☎574‐ 5000）

本田3342
☎583‐5451
え583‐5498
おinfo@kasugaen.
or.jp

第2春
か す が

日園
え ん

肉汁うどん：当店№１の人気
商品！クセのない上質な新
潟県津南産さわやかポーク
のバラ肉を使用しています。

お勧めの1品
原材料にこだわった、安心・
安全でおいしいマドレーヌ
やクッキー、スコーンといっ
た焼き菓子が好評です！

榛沢新田6‐1
☎585‐0935
え585‐0939
おnegibouzu@cyber.
ocn.ne.jp

ねぎぼうず
作業所

　わたしたちは、より良い商品作りとお客様に喜ば
れる商品を目指し、日々精進しています。
　『はる工房』では、パンとうどんの製造と食堂の運
営をしていますが、うどんでは『埼玉県ふるさと認証
食品』の第1号を取得し、地粉うどんとして販売して
います。
　どうぞ一度わたしたち春日園で作る商品をお試し
ください。

ねぎぼうず作業所では、障害のある仲間たちが、一
人ひとりの個性に合った仕事をしています。
　菓子製造をはじめ、農作業や花配達、軒花製造やリ
サイクル活動といった仕事を行っています。
　みんな明るく、笑顔が絶えない仲間たちです。地域
の皆様に支えていただきながら、楽しく作業に取り
組んでいます。
　今後とも、よろしくお願いします。

納
期
の
お
知
ら
せ
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さん（本田）12月10日生

お勧めの1品
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問い合わせ 申し込み・申請 電話 ファクス メール ホームぺージ

23 2013.2. 広報ふかや

問い合わせ 申し込み・申請 電話 ファクス メール ホームぺージ

市ホームページ、市モバイルサイトからも、上記の内容をご覧いただけます
■ホームページ か 　■モバイルサイト Ｂhttp://mobile.city.fukaya.saitama.jp/

※相談日が祝休日・年末年始に当たる場合は、お休みになることがありますので、事前にご確認ください。

主な公共機関への連絡先と取扱時間主な公共機関への連絡先と取扱時間

市役所の連絡先 市役所窓口取扱時間

防災行政無線放送内容のご案内 火災（消防車の出動）の問い合わせ

■本庁舎（〠366‐8501深谷市仲町11‐1）
　☎571‐1211（代表）
■岡部総合支所（〠369‐0292深谷市岡2381‐1）
　☎585‐2211（岡部市民生活課）
■川本総合支所（〠369‐1192深谷市田中197）
　☎583‐2781（川本市民生活課）
■花園総合支所（〠369‐1293深谷市小前田2345）
　☎584‐1121（花園市民生活課）

●月～金曜日
　午前8時30分～午後5時15分（祝休日を除く）
●木曜日
市役所本庁舎1・2階の窓口業務は午後7時15分まで
（ほかの機関との調整が必要なものについては、一
部取り扱えない業務があります）

テレホンサービス番号0180‐9
きゅうきゅうよぼうさい

9‐4431
※通話料のみで、情報料は掛かりません。

テレホンサービス番号0180‐99‐4944
※医療機関情報の問い合わせは指令課（☎571‐0119）へ

※広報ふかやは、点字版とテープ・ＣＤ版も発行しています。
　送付を希望されるかたは市社会福祉協議会(☎573‐6563)へご連絡ください。

図書館

ところ イベント名 内容 とき 備考

深谷図書館
☎571‐8210

ちいさい子のた
めのおはなし会 絵本、紙芝居、手遊びなど

2月14日㈭
①午前10時30分～
②午前11時～

対象／0～3歳くらい
①②とも同じ内容です。

おはなし会 絵本、ストーリーテリング（語り）『かにか
にこそこそ』、紙芝居など

2月23日㈯
午後１時30分～ 対象／幼児・小学校低学年

岡部図書館
☎585‐5968 おはなし会 絵本の読み聞かせ、紙芝居など 2月16日㈯

午前11時～ 対象／幼児・小学校低学年

川本図書館
☎583‐6250 おはなし会 絵本の読み聞かせ、紙芝居、折り紙

2月9日㈯
3月9日㈯
午後2時～

対象／幼児・小学校低学年

花園図書館
（アクロス）
☎579‐1333

たまてばこ
（玉手箱）

１部：絵本、パネルシアター、映画など
2部：絵本、紙芝居、エプロンシアター、ス
トーリーテリング、手品、手遊びなど

2月2日㈯
3月2日㈯
午後2時～

対象／幼児・小学校低学年

図書館休館日（4館共通）
【2月】 4日㈪・8日㈮・12日㈫・18日㈪・25日㈪
【3月】 4日㈪・11日㈪・18日㈪・21日㈭・25日㈪
春の特別整理休館
深谷図書館：2月27日㈬～3月3日㈰
岡部・川本・花園図書館：3月6日㈬～9日㈯

担当 内容 とき ところ

家庭児童相談室 こども青少年課
☎571‐1408

子どもに関する心配や悩み事
の相談

月～金曜日
午前9時～午後4時

市役所北別館
家庭児童相談室

虐待防止ホットライン こども青少年課
☎574‐3000

虐待が疑われる子どもを見つ
けた場合は、ご連絡ください

月～金曜日
午前8時30分～午後5時15分 ‐

子どもスマイルネット 子どもスマイルネット
☎048‐822‐7007

子ども（原則18歳未満）にか
かわる悩み電話相談 午前10時30分～午後6時 ‐

行政相談 市民課
☎574‐6633 行政に関する苦情など 毎月第2・3木曜日

午後1時30分～4時
市役所西別館
会議室

法律相談 市民課
☎574‐6633

相続、離婚、金銭貸借、商取引な
どの法律に関する相談　予約制

火曜日、毎月第1木曜日
午後1時30分～4時30分

市役所西別館
会議室

市民相談 市民課
☎574‐6633 市民生活に関する相談

月～金曜日午前9時30分～正午・
午後1時～4時30分
※受け付けは午後4時まで

市役所北別館
市民相談室

消費生活相談 市民課
☎574‐6633 商品契約に関する苦情など 月・水～金曜日

午前10時～正午、午後1時～4時
市役所西別館
消費生活センター

不動産相談 市民課
☎574‐6633

土地や建物の売買、賃貸な
ど、不動産に関する相談

毎月第１火曜日午前9時～正午
※受け付けは市民課へ

市役所西別館
会議室 

交通事故相談 交通事故相談所
☎048‐822‐6558 交通事故に関する相談 月～金曜日

午前9時～午後4時30分
県庁第2庁舎
交通事故相談所

教育相談 教育研究所
☎572‐9456

子どもの発達障害や、不登校・
いじめ・非行など、学校生活上
の不適応や悩みについての相
談

月～金曜日
午前9時～正午、午後1時～4時30分
※ファクス・メールは24時間受け付け
え0120‐4‐78374
おe-net@city.fukaya.saitama.jp

教育研究所

よろず人権相談 人権政策課
☎574‐6643

生活全般で感じた人権上の困
り事や悩みなどの相談
※事前予約も可

毎月10日・25日
午前10時～正午、午後1時～3時
※土・日曜日、祝休日の場合は翌開庁日

市役所西別館
会議室

女性の悩み相談室 L・フォルテ
☎573‐4761

仕事・家庭・夫婦の悩みなど
の相談　予約制

毎月第1・3土曜日、第2水曜日
午前10時～午後5時

キララ上柴
ミーティングルーム1

ＤＶ問題法律相談 L・フォルテ
☎573‐4761

配偶者やパートナーからの暴
力などに関する相談　予約制

毎月第3木曜日
午後1時30分～4時

キララ上柴
ミーティングルーム2

税務相談 市民税課
☎574‐6637

税理士による税一般に関する
相談

毎月20日午前10時～午後4時
※土・日曜日、祝休日の場合は翌開庁日

市役所西別館
会議室

内職・就職・求人相談 内職・就職相談室
☎573‐1171

内職の仕事紹介、内職求人の
受け付け、就職相談　予約制

月･木曜日
午前10時～正午、午後1時～3時

キララ上柴
ミーティングルーム1

ふるさとハローワーク ふるさとハローワーク
☎551‐2501

求人情報提供、職業相談・紹介
※雇用保険など一部業務はハ
ローワーク熊谷のみ取り扱い

月～金曜日
午前9時～午後5時

キララ上柴
ふるさとハローワーク

結婚相談 社会福祉協議会
☎573‐6563 結婚に関する相談、紹介など 毎月第1木曜日、第3日曜日

午後1時～3時
ボランティア交流
センター

乳幼児相談 保健センター
☎575‐1101

未就学児とその保護者を対象
とした、身長・体重の測定、発
育・栄養・発達・子育ての相談
（希望者）
午後は予約制

2月13日㈬午前10時～11時30分
2月18日㈪午前10時～11時30分
2月19日㈫午前10時～11時30分
3月  4日㈪午前10時～11時30分
3月11日㈪午前10時～11時30分
  　    　　午後１時30分～4時

川本保健センター
おかべ子育て支援センター
花園保健センター
川本保健センター
深谷市保健センター

健康相談 保健センター
☎575‐1101

健康に関する相談
面接は予約制
※電話相談は随時

毎週月～金曜日
午前8時30分～午後5時15分　 深谷市保健センター

こころの相談 保健センター
☎575‐1101

心の健康や病気、福祉制度な
どの相談　予約制

2月12日㈫午後1時～3時
3月12日㈫午後2時～4時 深谷市保健センター

ひきこもり等相談室 こども青少年課
☎574‐6646

15～34歳までの引きこもり
などに関する相談

毎月第2・4水曜日午後1時～5時15分
※祝休日の場合は翌開庁日 こども青少年課

エイズ相談・検査 熊谷保健所
☎523‐2811

エイズなどに関する相談と血
液検査　予約制

毎月第１木曜日午後1時30分～3時
毎月第4火曜日午前10時～11時・
午後5時30分～6時30分

熊谷保健所
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指定日にお越しになれない場合、ご相談がある場合および問い合わせは、保健センターへご連絡ください。
下記の各事業（マタニティ教室を除く）の対象者へは、個別に通知を発送しています。

深谷 深谷市保健センター（☎575‐1101）

総合 総合健診センター（問い合わせは深谷市保健センターへ）

川本 川本保健センター（問い合わせは深谷市保健センターへ）

花園 花園保健センター（問い合わせは深谷市保健センターへ）

事業名 対象者区域 会場 実施日時 対象者など

※『乳幼児相談』や『健康相談』などをご利用のかたは、23ページの『各種無料相談』をご覧ください。

花園

マタニティ教室
2月  1日㈮

午前9時30分～11時50分
（受け付け：午前9時20分～
9時30分）

おおむね妊娠中期（16～27週）の妊婦と夫、
祖父母
※要電話予約

2月16日㈯

3月  1日㈮

3月16日㈯

全区域 深谷

3月12日㈫
（受け付け：午前9時45分～
10時）

おおむね3～5か月児
※1週間前までに要電話予約
（託児を希望されるかたは、予約時にご相談
ください）3月18日㈪

全区域離乳食教室
花園

深谷

2月  7日㈭

（受け付け：午後1時～2時）

平成21年  7月  1日～  7月24日生まれ
2月21日㈭

3月  7日㈭

平成21年  7月25日～  8月31日生まれ3月21日㈭

3月26日㈫

2月  6日㈬ 平成21年  7月  1日～  8月31日生まれ

深谷/岡部 深谷

3歳児
健康診査

川本/花園 川本

2月  1日㈮

（受け付け：午後1時～1時
30分）

平成24年10月16日～11月15日生まれ2月13日㈬

2月25日㈪

3月  1日㈮

平成24年11月16日～12月15日生まれ3月  6日㈬

3月22日㈮

2月14日㈭ 平成24年10月16日～11月15日生まれ

3月14日㈭ 平成24年11月16日～12月15日生まれ

BCG予防接種

総合深谷/岡部

川本/花園 川本

2月  5日㈫

（受け付け：午後1時～1時
30分）

平成24年  9月16日～10月15日生まれ2月19日㈫

2月26日㈫

3月  5日㈫

平成24年10月16日～11月15日生まれ3月15日㈮

3月19日㈫

2月20日㈬ 平成24年  9月16日～10月31日生まれ

深谷/岡部

川本/花園

4か月児
健康診査

深谷

川本

2月14日㈭

（受け付け：午後1時～2時）

平成23年  7月  1日～  8月  6日生まれ2月22日㈮

2月28日㈭

3月14日㈭
平成23年  8月  7日～  8月31日生まれ

3月25日㈪

3月13日㈬ 平成23年  7月  1日～  8月31日生まれ

深谷深谷/岡部

1歳6か月児
健康診査

川本/花園 川本
●
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とき 休日診療医院名 問い合わせ

2月  3日㈰ 仲町診療所 ☎571‐2622

2月11日㈷ 吉田眼科医院 ☎585‐2054

とき 休日診療医院名 問い合わせ

2月17日㈰ 花園耳鼻咽喉科医院 ☎584‐6512

2月24日㈰ 正田眼科 ☎571‐1198

※変更になる場合がありますので、受診される場合は事前に電話でご確認ください。
※携帯電話からもご確認いただけます。Ｂhttp://mobile.city.fukaya.saitama.jp/

　　　　　   2月  2日・  3日・  9日・10日・11日・16日・17日・23日・
　　　　　　     24日
　　　　　   3月  2日・  3日・  9日・10日・16日・17日・20日・23日・
　　　　　　     24日・30日・31日

　　　　　 午後7時～10時
　　　　　 （受け付け：午後7時～9時30分）

　　　　　 小児科・内科（こども）

　　　　　   2月  3日・10日・11日・17日・24日
　　　　　   3月  3日・10日・17日・20日・24日・
　　　　　        31日
　　　　　　  　

　　　　　 午前9時～正午
　　　　　 （受け付け：午前9時～11時30分）
　　　　　 午後2時～5時
　　　　　 （受け付け：午後2時～  4時30分）

　　　　　 内科・小児科

診療日 診療日

診療時間 診療時間

診療科目診療科目

※診療場所は、総合健診センター・休日急患診療所（☎573‐7723・常盤町62‐2）です。
※日時は、携帯電話からもご確認いただけます。Ｂhttp://mobile.city.fukaya.saitama.jp/

2月  7日㈭

（受け付け：午後1時～2時）

3か月以上7歳6か月未満
※携帯電話・パソコンなどから予約してく
ださい。
予約専用アドレス
（かhttp://www.0485751101.com/i）

2月15日㈮

2月16日㈯

2月18日㈪

2月19日㈫

総合

川本

全区域

不活化ポリオ
予防接種

2月25日㈪
午前9時30分～午後1時
（受け付け：午前9時20分～
9時30分）

対象／おおむね妊娠中期（16～27週）の妊婦
内容／講話『ハーブを楽しむ』とティータイ
ム、調理実習『カルシウムと貧血予防』
参加料／200円
※要電話予約（先着20人）

深谷全区域

マタニティ教室
スペシャルコース
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◆以下の事業は予約制です。2月12日㈫午前9時から電話でお申し込みいただけます。

◆以下の事業は予約不要です。各会場に直接お越しください。

事業名 内容 会場・日時 対象 定員 参加料 受付

事業名 内容 会場・日時 対象

● 豊里子育て支援センター ☎587 ̶ 1170
● おかべ子育て支援センター ☎585 ̶ 4101
● 川本子育て支援センター ☎583 ̶ 2233

問

※子育て支援センターは、未就学児と保護者のかたが利用できます。また、日・月曜日、祝日はお休みです。
※豊里子育て支援センターは、育児相談と広場のみ実施しています。
※事業については、市ホームページまたは市モバイルサイトでもご覧いただけます。
※3月27日㈬のわくわく教室、3月22日㈮・29日㈮のおはなし教室はお休みになりますが、子育て支援センターは開
放しています。ご利用ください。
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給食体験
給食を食べながら、栄養
士が食事や栄養について
相談に応じます

おかべ子育て支援センター
3月5日㈫
午前11時～正午

離乳食を終了して
いる未就学児と保
護者

先着7組
親
300円
子
250円

おかべ子育て支援センター

おはなし教室
豊かな心をはぐくむ絵本
の読み聞かせです

桜ケ丘子育て支援センター
3月1日㈮・15日㈮
午前10時30分～11時30分

1歳半未満児と保
護者 各日

先着20組 無料
桜ケ丘子育て支援センター
※徒歩・自転車などでお
越しのかたは、予約不要
です。3月8日㈮

午前10時30分～１１時30分
1歳半以上児と保
護者

わくわく教室
親子でたっぷりスキンシッ
プを取って遊べるひととき
です

桜ケ丘子育て支援センター
3月6日㈬
午前10時30分～１１時30分

未就学児と保護者
各日
先着20組 無料

桜ケ丘子育て支援センター
※徒歩・自転車などでお
越しのかたは、予約不要
です。お誕生会 3月13日㈬

午前10時30分～１１時30分 未就学児と保護者

わくわく教室
親子でたっぷりスキンシッ
プを取って遊べるひととき
です

藤沢子育て支援センター
3月6日㈬
午前10時30分～１１時30分

1歳半未満児と保
護者

お誕生会 3月13日㈬
午前10時30分～１１時30分 未就学児と保護者

親子でたっぷりスキンシッ
プを取って遊べるひととき
です

おかべ子育て支援センター
3月6日㈬
午前10時30分～１１時30分

1歳半以上児と保
護者

お誕生会 3月13日㈬
午前10時30分～１１時30分 未就学児と保護者

親子でたっぷりスキンシッ
プを取って遊べるひととき
です

明戸子育て支援センター
3月6日㈬
午前10時30分～１１時30分 未就学児と保護者

お誕生会 3月13日㈬
午前10時30分～１１時30分

親子でたっぷりスキンシッ
プを取って遊べるひととき
です

川本子育て支援センター
3月6日㈬
午前10時30分～１１時30分 未就学児と保護者

お誕生会 3月13日㈬
午前10時30分～１１時30分

パワフルらんど
わくわく・おはなし教室が、
はたらふれあい館でも楽
しめます

はたらふれあい館
3月7日㈭
午前10時30分～11時30分

未就学児と保護者

育児相談
子育ての悩みを一緒に考
えましょう

各子育て支援センター
毎週火～土曜日
午前8時30分～午後5時
※随時相談に応じます。

未就学児と保護者

広場
事業のない時間、子育て
支援センターを開放して
います

各子育て支援センター
毎週火～土曜日
午前9時～正午・午後2時30
分～4時30分
※詳しくはお問い合わせください。

未就学児と保護者

おはなし教室
豊かな心をはぐくむ絵本
の読み聞かせです

藤沢子育て支援センター
3月1日㈮・15日㈮
午前10時30分～１１時30分

1歳半未満児と保
護者

3月8日㈮
午前10時30分～１１時30分

1歳半以上児と保
護者

おかべ子育て支援センター
3月1日㈮・15日㈮
午前10時30分～１１時30分

1歳半以上児と保
護者

3月8日㈮
午前10時30分～１１時30分

1歳半未満児と保
護者

明戸子育て支援センター
3月1日㈮・8日㈮・15日㈮
午前10時30分～１１時30分

未就学児と保護者

川本子育て支援センター
3月1日㈮・8日㈮・15日㈮
午前10時30分～１１時30分

未就学児と保護者

● 桜ケ丘子育て支援センター ☎574 ̶ 8002
● 藤沢子育て支援センター ☎551 ̶ 5055
● 明戸子育て支援センター ☎573 ̶ 5115

ハートフル広場 お子さんの発達について
保健師がアドバイスします

明戸子育て支援センター
3月19日㈫
午前10時～11時30分

未就学児と保護者

あ深谷保育園（う551‐ 6333）、深谷西保育園（う
573‐ 0005）
　子育て中のお母さん、独りで悩んでいませんか。
保育士やお母さん同士、気軽にお話ししましょう。

◇すくすく交流会も実施しています
とき●毎週水・金曜日午前10時～11時（要予約）
内容●親子で保育園体験

とき 内容 ところ

2月12日㈫午前10時～
小麦粉粘土

深谷保育園
2月14日㈭午前10時～ 深谷西保育園
2月16日㈯午前10時～
（要予約）

もぐもぐPoPo
(栄養試食会）

深谷保育園
深谷西保育園

2月18日㈪午前10時～ ジムナスティック 深谷ビッグタートル
2月19日㈫・26日㈫午前10時～

ひな祭り製作
深谷保育園

2月21日㈭・28日㈭午前10時～ 深谷西保育園
2月25日㈪、3月4日㈪
午前9時30分～

ジュニア
（０・１歳児） 深谷西保育園

3月5日㈫午前10時～
お楽しみ会

深谷保育園　
3月7日㈭午前10時～ 深谷西保育園

ハート・ＰｏＰｏ子育て支援センターハート・ＰｏＰｏ子育て支援センター



4月
27日㈯
28日㈰
29日㈷ 　ガーデニング関連商品、地場産品、食品関係などの展示・

販売をしませんか。地場産品・食品関係は、商工会議所・
商工会に登録されている団体、市内在住の個人に限ります。
ところ　深谷城址公園　募集期間　2月 28 日㈭まで
※出店希望者のかたは、必要書類の提出がありますのでお問い合わせください。
※出店希望者への事前説明会はありません。

　あなたの自慢のパフォーマンスを披露してみませんか。
ところ　ふかや緑の王国　募集期間　2月 28 日㈭まで　
募集内容　①フラダンス部門（10 団体）②キッズダンス
部門（10団体）③フォークダンス部門（5団体）④その他の部門（10団体）
※応募者多数の場合は抽選（抽選は 3月 9日㈯午前 10時～）

　各賞・参加賞を贈呈！　募集期間　4月 12 日㈮まで
募集内容　①オリジナル箱庭部門（50作品）＝縦横 53cm
の正方形で高さ自由（箱は事務局が用意します）②コンテナ
ガーデン部門（50作品）＝縦横 70cm以内で高さ自由、切り花以外で制作　③ハン
ギングバスケット部門（50作品）＝縦横 70cm以内の壁掛け式、切り花以外で制作

　イベントを手伝っていただけるかたを募集しています。

申し込み　郵送・ファクスまたは直接、ふかや緑の王国へ
開催要項・申込用紙　市役所本庁舎・総合支所にあるほか、ホームページからも入手できます。

4月
27日㈯・28日㈰

【特別講演】 須磨佳津江 氏
す  ま   か  つ  え

※詳しくは、ガーデンシティふ
かや推進室（ふかや緑の王国）
へお問い合わせください。

対象　市内の小学生（4月 1日㈪現在）
とき　月 1 回で原則第 2 土曜日午前 9
時～午後3時（イベント時を除く・1年間）
ところ　ふかや緑の王国
定員　30人（応募者多数の場合は抽選）
申し込み　2月 23 日㈯～ 3月 5日㈫午
前 8時 30 分～午後 5時に電話でふかや
緑の王国へ
※説明会を 2月 23 日㈯午前 10 時から
ふかや緑の王国で開催します。
　詳細は、お問い合わせいただくか、ホー
ムページをご覧ください。
　子どもと一緒に活動してくれる 20・
30 代のボランティアも募集中！

　ふかや緑の王国の四季をわくわく
ドキドキ体験してみませんか。

　大人も子どもも楽しめる手作りのイベントを用意していま
す。梅を見ながら優雅にお茶を！
2日㈯ハーブティーレッスン
3日㈰抹茶の野だて茶会

事前予約が必要なイベント
▪キッズガーデニング教室  参加料 500円
3日㈰①午前11時　②午後 1時
定員　各先着30人（小学生以下）

▪ツリークライミング　　   参加料 500円
3日㈰①午前10時　②午前11時

③午後 1時　④午後 2時
定員　各先着10人（小学生）
申し込み　2月15日㈮～22日㈮まで
に、電話でふかや緑の王国へ

■主催
深谷市、ふかや緑の
王国ボランティア

詳しくはホームページをご覧ください。

このほかにも楽しいイベントがいっぱい！
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『ガーデンシティふかや』のホームページもご覧ください。
かhttp://www.city.fukaya.saitama.jp/fukayahanaweb/index.htm

メール配信サービス
登録受け付け中

●市からのお知らせ　●災害・防災情報　●防災行政無線情報　●火災情報
Ｂ http://mobile.city.fukaya.saitama.jp/

花を愛し、人を愛し、地域を愛するまちづくり !!
ガーデンシティふかや推進室［ふかや緑の王国・深谷市櫛引24（花植木流通センター隣）］☎551‐5551

GARDENCITYNEWS
自然と人間が共生できるまちづくり

↑登録はこちらから




